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〜 末永く続く交流を願って 〜



海
を
越
え
た
交
流

　
　

新
た
な
10
年
に
向
か
っ
て

　
姉
妹
都
市
関
係
に
あ
る
越
前
町
と
米
国
の
モ
ン
テ
バ
ロ
市
が
10
月
23

日
に
越
前
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
姉
妹
都
市
交
流
覚
書
に
調
印
し

ま
し
た
。
今
回
の
覚
書
は
、
平
成
22
年
に
調
印
し
た
覚
書
の
期
限
が
切

れ
る
の
を
前
に
、
交
流
事
業
を
担
う
越
前
町
国
際
交
流
協
会
と
モ
ン
テ

バ
ロ
市
姉
妹
都
市
委
員
会
の
間
で
取
り
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
調
印
式
に
は
、
モ
ン
テ
バ
ロ
市
の
ホ
ー
リ
ー
・
コ
ス
ト
市
長
や
シ
ン

デ
ィ
・
ボ
イ
ド
会
長
代
理
を
は
じ
め
6
人
の
訪
問
団
と
、
町
国
際
交
流

協
会
の
会
長
を
務
め
る
内
藤
町
長
や
町
議
会
の
青
柳
議
長
な
ど
町
の
関

係
者
が
出
席
し
て
行
わ
れ
、
友
好
交
流
の
継
続
と
発
展
を
願
い
ま
し
た
。

モ
ン
テ
バ
ロ
市
に
つ
い
て

主
な
交
流
の
経
緯

中
高
生
の
相
互
交
流

平
成
30
年
度
派
遣
事
業

令
和
元
年
度
受
入
事
業

　
モ
ン
テ
バ
ロ
市
は
、
米
国
の
ア
ラ
バ
マ
州
の
お
お

よ
そ
中
心
に
位
置
す
る
市
で
す
。
モ
ン
テ
バ
ロ
市

の
北
に
は
ア
ラ
バ
マ
州
最
大
都
市
の
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム

市
が
あ
り
、
南
に
は
ア
ラ
バマ
州
の
州
都
の
モ
ン
ゴ

メ
リ
ー
市
が
あ
り
ま
す
。
モ
ン
テ
バ
ロ
市
の
人
口
は

お
よ
そ
７
千
人
で
、
年
間
の
平
均
気
温
は
16
度
か

ら
17
度
（
福
井
県
は
14
度
か
ら
15
度
）
で
す
。

　
モ
ン
テ
バ
ロ
市
は
、
き
れ
い
な
並
木
道
や
建
物
の

和
や
か
な
外
観
で
知
ら
れ
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
人
の

多
く
が
「
故
郷
に
し
た
い
」
と
思
う
よ
う
な
場
所

で
す
。
市
民
も
優
し
く
、
初
め
て
訪
れ
る
人
で
も

す
ぐ
に
馴
染
み
、
溶
け
込
む
こ
と
が
で
き
、
人
気

の
あ
る
専
門
店
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
が
メ
イ
ン
ス
ト

リ
ー
ト
に
集
ま
って
い
る
と
て
も
便
利
な
街
で
す
。

　
交
流
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
モ
ン
テ
バ
ロ
大
学
は
、

同
市
の
中
心
に
位
置
し
、
学
生
数
は
お
よ
そ
３
千

人
で
す
。
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
豊
富
で
、

コ
ン
サ
ー
ト
や
演
劇
な
ど
が
ほ
ぼ
毎
週
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
心
部
は
、
全
米

に
名
高
い
「O

lm
sted Brothers

社
」
が
設

計
し
て
お
り
、
国
立
歴
史
地
区
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

平
成
4
年 

越
前
焼
海
外
展
示
企
画
の
た
め
渡
米

平
成
9
年 

モ
ン
テ
バ
ロ
大
学
教
授
と
大
学
生
の

陶
芸
村
で
の
越
前
焼
研
修

平
成
15
年 

宮
崎
村
長
が
モ
ン
テ
バ
ロ
市
を
訪
れ
、

友
好
交
流
協
定
を
締
結

平
成
17
年 

4
町
村
の
合
併
に
よ
り
新「
越
前
町
」

が
ス
タ
ー
ト

平
成
20
年 

モ
ン
テ
バ
ロ
市
長
が
越
前
町
に
来
町

 

ま
た
、
越
前
町
長
も
モ
ン
テ
バ
ロ
市

を
訪
れ
、
姉
妹
都
市
協
定
を
締
結

平
成
21
年 

姉
妹
都
市
協
定
締
結
を
記
念
し
て

 

彫
刻
を
贈
呈

平
成
22
年 

姉
妹
都
市
交
流
覚
書
に
調
印

平
成
27
年 

越
前
町
長
と
越
前
町
議
会
議
長
が

 

モ
ン
テ
バ
ロ
市
を
訪
問

令
和
元
年 

姉
妹
都
市
交
流
覚
書
に
調
印

　
越
前
町
と
モ
ン
テ
バ
ロ
市
の
間
で
は
、
中
高
生
の
相
互
派
遣
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。今
ま
で
に
１
１
０
人
の
生
徒
が
こ
の
交
流
に
参
加
し
、

相
互
理
解
と
友
好
関
係
を
深
め
て
い
ま
す
。
今
年
の
7
月
に
は
7
人

の
モ
ン
テ
バ
ロ
市
生
徒
が
越
前
町
を
訪
れ
、
来
年
の
3
月
に
は
、
越

前
町
の
生
徒
が
モ
ン
テ
バ
ロ
市
を
訪
ね
る
予
定
で
す
。
今
年
度
か
ら
、

越
前
町
在
住
の
高
校
生
な
ら
だ
れ
で
も
派
遣
事
業
に
参
加
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

▲出席者全員で記念撮影

▲平成27年に内藤町長がモンテバロ市を訪問しました

▲調印した覚書

モンテバロ市の様子

アラバマ州

モンテバロ市
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広
島
東
洋
カ
ー
プ
ド
ラ
フ
ト
6
位
指
名

　

丹
生
高
等
学
校
3
年

　
　

玉
村  

昇
悟
さ
ん  

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
10
月
17
日
、
東
京
都
内
の
ホ
テ
ル
で
（
一

社
）
日
本
野
球
機
構
が
主
催
す
る
プ
ロ
野
球

ド
ラ
フ
ト
会
議
が
開
か
れ
、
丹
生
高
校
3
年

の
玉
村
昇
悟
さ
ん
が
広
島
東
洋
カ
ー
プ
か
ら

6
位
指
名
を
受
け
ま
し
た
。

　
11
月
1
日
、
玉
村
さ
ん
は
野
球
部
の
春
木

竜
一
監
督
と
と
も
に
越
前
町
役
場
を
訪
れ
、

「
夏
の
大
会
で
は
、
町
を
あ
げ
て
応
援
し
て

く
だ
さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日
に
日
に
増
え
て
い
く
声
援
は
、
部
員
た
ち

も
実
感
し
て
い
て
本
当
に
励
み
に
な
り
ま
し

た
。」
と
感
謝
の
気
持
ち
を
内
藤
町
長
に
伝

え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
春
木
監
督
も
「
彼
は
丹
生
高
校
野

球
部
か
ら
プ
ロ
野
球
選
手
と
い
う
道
を
開
い

て
く
れ
た
。
よ
く
頑
張
っ
て
く
れ
た
と
思

う
。」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

　
内
藤
町
長
は
「
町
か
ら
プ
ロ
野
球
選
手
が

出
て
大
変
嬉
し
い
。
一
軍
で
活
躍
す
る
玉
村

さ
ん
の
姿
を
期
待
し
て
い
ま
す
。」
と
激
励

の
声
を
か
け
ま
し
た
。

指
名
さ
れ
た
と
き
の
感
想
は
？

　
呼
ば
れ
て
正
直
、
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、周
り
の
人
に
「
お
め
で
と
う
」「
や
っ

た
な
」
と
声
を
か
け
て
も
ら
い
、
本
当
に
プ

ロ
野
球
選
手
に
な
る
ん
だ
と
い
う
実
感
が
も

て
ま
し
た
。

玉
村
さ
ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

今
ま
で
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
試
合
は
ど
の

試
合
で
す
か
？

　
今
年
の
夏
の
県
大
会
準
々
決
勝
で
、
啓
新

高
校
と
の
対
戦
で
す
。
自
分
の
ミ
ス
で
相
手

に
得
点
を
許
し
ま
し
た
が
、
チ
ー
ム
の
仲
間

が
打
っ
て
く
れ
て
、
逆
転
勝
利
で
き
た
こ
と

で
す
。
こ
の
時
、
仲
間
の
大
切
さ
を
す
ご
く

感
じ
て
、
一
緒
に
地
元
の
丹
生
高
校
で
野
球

を
や
っ
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

夏
の
県
大
会
52
奪
三
振
と
い
う
新
記
録
を
つ

く
り
ま
し
た
が
、
ピ
ッ
チ
ン
グ
で
注
意
し
た

点
は
あ
り
ま
す
か
？

　
１
４
０
キ
ロ
台
の
ス
ト
レ
ー
ト
は
ど
こ
の

ピ
ッ
チ
ャ
ー
も
投
げ
て
く
る
の
で
、
ス
ラ
イ

ダ
ー
な
ど
変
化
球
を
織
り
交
ぜ
、
ス
ト
レ
ー

ト
が
速
く
見
せ
ら
れ
る
よ
う
配
球
を
考
え
な

が
ら
投
げ
ま
し
た
。

い
つ
頃
か
ら
プ
ロ
を
意
識
し
ま
し
た
か
？

　
プ
ロ
野
球
選
手
は
小
学
校
か
ら
の
夢
で
し

た
。
高
校
3
年
の
春
、
ス
カ
ウ
ト
が
学
校
に

見
に
来
て
く
れ
た
時
か
ら
本
格
的
に
意
識
し

ま
し
た
。
甲
子
園
に
出
ら
れ
ず
、
プ
ロ
を
あ

き
ら
め
か
け
た
と
き
、
春
木
監
督
に
「
夢
が

あ
る
な
ら
ベ
ス
ト
の
選
択
を
し
な
さ
い
。」

と
言
わ
れ
、プ
ロ
志
望
届
を
提
出
し
ま
し
た
。

町
民
の
み
な
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い

し
ま
す

　
次
の
目
標
は
、
一
軍
に
上
が
っ
て
活
躍
す

る
こ
と
で
す
。
プ
ロ
と
し
て
は
、
体
格
な
ど

ま
だ
ま
だ
だ
し
、
慌
て
ず
に
じ
っ
く
り
鍛
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ド
ラ
フ
ト
で
指
名
さ
れ
た
広
島
東
洋
カ
ー

プ
は
、
広
島
県
民
に
す
ご
く
愛
さ
れ
て
い
る

球
団
で
有
名
で
す
。
私
も
広
島
県
民
の
み
な

さ
ん
が
応
援
し
て
く
れ
る
選
手
に
早
く
な
れ

る
よ
う
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

　
丹
生
高
校
で
、
そ
し
て
越
前
町
で
野
球
を

や
っ
て
い
て
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。
す
べ

て
の
こ
と
に
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
く
さ
ん
の
応
援
、
激
励
の
言
葉
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲内藤町長に喜びを報告する玉村投手（中央）と春木監督（右）

▲ドラフト指名で喜ぶ丹生高校野球部のみなさん

interview

  

安
全
大
漁
祈
願
祭

　
越
前
が
に
漁
の
解
禁
に
先
立
ち
、
11
月
5

日
、
越
前
漁
港
の
荷に

捌さ
ば
き

所じ
ょ

で
安
全
大
漁
祈
願

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
祈
願
祭
に
は
、
小
林
町
漁
協
組
合
長
を
は

じ
め
、
内
藤
町
長
、
県
議
会
議
員
、
町
議
会

議
員
、
船
主
や
乗
組
員
、
水
産
関
係
者
の
み

な
さ
ん
が
参
列
し
、
漁
の
安
全
と
大
漁
を
祈

願
し
ま
し
た
。

11
月
6
日
、
冬
の
味
覚
の
王
様
「
越
前
が
に
」
の
漁
が
解
禁
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
最
初
の
漁
期
が
始
ま
り
、
町
内
の
漁
港
は
活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

  

い
よ
い
よ
初
競
り

　
6
日
、
午
後
4
時
か
ら
初
競
り
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
大
樟
に
あ
る
町
漁
協
の
競
り
場
に
は
、
大

量
の
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
や
セ
イ
コ
ガ
ニ
が
所
狭
し

と
並
び
、
競
り
人
の
威
勢
の
い
い
掛
け
声
の

中
、
大
勢
の
仲
買
人
が
目
当
て
の
カ
ニ
を
競

り
落
と
そ
う
と
一
生
懸
命
で
し
た
。

　
マ
ス
コ
ミ
な
ど
も
多
く
集
ま
っ
た
中
、
み

ん
な
が
注
目
す
る
最
高
品
質
の
越
前
が
に

「
極
」
は
、
初
競
り
で
は

一
匹
も
認
定
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
漁
協
の
職
員
に

話
を
聞
く
と
、「
今
年
か

ら
は
、
競
り
人
と
仲
買
人

の
双
方
で
納
得
で
き
る
越

前
が
に
を
『
極
』
と
認
定

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
重

量
や
甲
羅
幅
な
ど
、
県
の

認
定
基
準
を
満
た
す
カ
ニ

は
何
杯
か
あ
っ
た
が
、
見

  

い
ざ
、
越
前
が
に
漁
へ
出
漁

　
午
後
10
時
、
約
50
隻
の
漁
船
が
、
越
前
漁

港
か
ら
出
港
し
ま
し
た
。
日
付
が
変
わ
る
午

前
0
時
に
漁
が

解
禁
に
な
り
、

全
船
一
斉
に
網

入
れ
を
行
い
ま

す
。
こ
の
日
は

底そ
こ

曳び

き
漁
師
に

と
っ
て
、
特
別

な
1
日
。
家
族

総
出
で
漁
の
安

全
と
大
漁
を
願

い
、
出
発
を
見

送
り
ま
す
。

  

越
前
が
に
の
初
水
揚
げ

　
解
禁
か
ら
約
10
時
間
後
、
越
前
漁
港
で
今

シ
ー
ズ
ン
初
の
水
揚
げ
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
荷
揚
げ
さ
れ
た
カ
ニ
に
は
次
々
と
「
越

前
が
に
」
の
証
、
黄
色
い
タ
グ
が
取
り
付
け

ら
れ
て
い
き
ま
す
。
カ
ニ
を
荷
揚
げ
し
た
漁

船
は
、
休
み
な
し
で
次
の
漁
に
出
発
し
て
い

き
ま
す
。

た
目
の
形
や
甲
羅
の
硬
さ
、
身
の
詰
ま
り
具

合
な
ど
、『
極
』
と
胸
を
張
っ
て
言
え
る
カ

ニ
が
初
日
に
は
な
か
っ
た
だ
け
。
越
前
が
に

の
産
地
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
競
り

人
、
仲
買
人
が
目
利
き
を
し
た
結
果
だ
と
思

う
。」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
明
け
た
7
日
の
競
り
で
は
、
6
杯
の
越
前

が
に
が
「
極
」
と
し
て
認
定
さ
れ
、
12
〜

18
万
円
で
取
引
さ
れ
ま
し
た
。

▲お神酒を海に流し、豊漁を願う関係者のみなさん

令
和
初
の
越
前
が
に
漁
解
禁

えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s
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10
月
11
日
、
越
前
丹
生
農
業
協
同
組
合
の
Ｊ

Ａ
共
済
地
域
貢
献
活
動
事
業
の
一
環
と
し
て
、

「
熊
よ
け
鈴
」
８
０
０
個
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
樋
村
昌
宏
代
表
理
事
組
合
長
は
、

「
町
内
小
中
学
校
の
児
童
、
生
徒
の
み
な
さ
ん

が
、
安
心
し
て
通
学
で
き
る
よ
う
に
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
熊
に
よ
る
人
身
被
害
の
多
く
は
、
熊
と
人
が

お
互
い
に
気
が
付
か
ず
、
不
意
に
遭
遇
す
る
こ

と
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
熊
よ
け
鈴
を
つ
け
る

こ
と
に
よ
り
、
熊
に
人
間
の
存
在
を
知
ら
せ
、

被
害
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
内
藤
町
長
は

「
子
ど
も
た
ち
の
安
全
が
守
ら
れ
る
よ
う
、
有

効
的
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」
と
お

礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
越
前
丹
生
よ
り
「
熊
よ
け
鈴
」
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

　
11
月
11
日
、
県
庁
で
秋
の
叙
勲
伝
達
式
が
行

わ
れ
、
渡
邉
久ひ

さ

志し

さ
ん
（
下
糸
生
区
）
が
瑞
宝

双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
渡
邉
さ
ん
は
昭

和
42
年
か
ら
41
年
間
に
わ
た
り
、
福
井
県
警
察

の
刑
事
と
し
て
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

伝
達
式
の
後
、
渡
邉
さ
ん
は
役
場
を
訪
れ
、

「
玉
川
ト
ン
ネ
ル
岩
盤
崩
落
事
故
や
百
貨
店
爆

破
予
告
事
件
な
ど
、
県
民
の
安
全
を
守
る
使
命

感
を
持
っ
て
職
務
に
あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。
今

は
縁
が
あ
り
、
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
糸

生
分
館
の
館
長
を
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
警
察

官
時
代
の
よ
う
な
使
命
感
に
な
ら
い
、
地
域
の

振
興
に
努
め
て
い
き
た
い
で
す
。」
と
、
内
藤

町
長
に
受
章
の
喜
び
を
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年
秋
の
叙
勲
受
章　
渡
邉
久
志
さ
ん

▲瑞宝双光章を受章された渡邉さん

　

10
月
18
日
、
福
井
市
文
化
会
館
で
老
人
ク

ラ
ブ
活
動
の
功
労
者
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
、                                                                            

池
上
栄
一
郎
さ
ん
（
平
等
区
）
へ
福
井
県
知
事

か
ら
の
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

池
上
さ
ん
は
65
歳
か
ら
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
育
成
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
も
地
区
相
談
役
と
し
て
、
町
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

町
内
か
ら
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

（
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
指
導
功
労
）

　
阪
下
登
代
治
さ
ん
（
内
郡
区
）

　
倉
内　
　
徹
さ
ん
（
梅
浦
区
）

優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

　
八
田
老
人
ク
ラ
ブ
寿
楽
会

池
上
栄
一
郎
さ
ん
に
福
井
県
知
事
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

会
員
増
強
運
動
表
彰

　
大
樟
ク
ラ
ブ

　
栃
川
福
寿
会

　
茂
原
楽
楽
会

　

９
月
29
日
、
織
田
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
、
第
15
回
織
田
信
長
公
顕
彰
杯
ペ
タ
ン
ク
大

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
内
外
か
ら
55
チ
ー
ム
１
７
６
人
が
参
加

し
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
競
い
合
い
ま
し
た
。

大
会
結
果　

　
優　
勝　
越
前
大
野
Ｃ
（
大
野
市
）

　
準
優
勝　
明
神
Ａ
（
越
前
町
）

　
3　
位　
中
津
山
（
越
前
市
）

　
4　
位　
田
中
Ｂ
（
越
前
町
）

第
15
回
織
田
信
長
公
顕
彰
杯
ペ
タ
ン
ク
大
会

▲入賞した参加者のみなさん

▲ハザードマップの情報を話し合う参加者

　
10
月
19
日
、
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
が

開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
研
修
は
、
防
災
士
の
防

災
に
関
す
る
知
識
の
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
す

目
的
で
福
井
県
が
主
催
し
た
も
の
で
、
県
内
の

防
災
士
が
参
加
す
る
中
、
町
か
ら
20
人
の
防
災

士
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
気
象
情
報
の
収
集
方
法
に
つ
い
て
の
講
義
か

ら
始
ま
っ
た
研
修
は
、
県
内
で
の
水
害
・
土
砂

災
害
事
例
の
検
討
、
県
内
の
防
災
士
組
織
の
紹

介
、
災
害
図
上
訓
練
と
し
て
住
民
の
避
難
誘
導

判
断
を
学
ぶ
な
ど
、
災
害
か
ら
地
域
を
守
る
た

め
に
必
要
と
な
る
知
識
や
技
能
の
向
上
に
役
立

つ
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
内
の
防
災
士
は
9
月
に
開
か
れ
た

総
合
防
災
訓
練
や
研
修
に
参
加
す
る
な
ど
、
積

極
的
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で
い
ま

防
災
士
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
　
～
災
害
に
強
い
町
を
目
指
し
て
～

す
。
今
後
、
町
で
は
防
災
士
と
と
も
に
自
主
防

災
組
織
の
育
成
や
地
域
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
な

ど
、「
防
災
士
に
よ
る
災
害
に
強
い
町
づ
く
り
」

を
目
指
し
た
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
11
月
9
日
・
10
日
、
越
前
町
営
朝
日
総
合
運

動
場
と
福
井
県
立
ホ
ッ
ケ
ー
場
で
、
第
20
回
全

日
本
都
道
府
県
対
抗
11
人
制
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権

大
会
が
開
か
れ
、
全
国
か
ら
男
子
21
チ
ー
ム
、

女
子
19
チ
ー
ム
、
約
８
０
０
人
の
選
手
が
参

加
し
、
公
式
戦
と
交
流
戦
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
福
井
県
は
女
子
チ
ー
ム
が
準
優

勝
、
男
子
チ
ー
ム
が
3
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　
女
子
チ
ー
ム
は
、
前
回
大
会
優
勝
の
岐
阜
県

に
勝
利
す
る
な
ど
順
調
に
決
勝
戦
ま
で
勝
ち
進

み
ま
し
た
。
滋
賀
県
と
の
決
勝
戦
は
、
一
進
一

退
の
攻
防
が
続
き
、
Ｓ
Ｏ
戦
の
末
、
惜
し
く
も

敗
れ
ま
し
た
。

　
男
子
チ
ー
ム
は
初
戦
か
ら
順
当
に
勝
ち
上
が

り
、
準
決
勝
で
は
強
豪
校
の
選
手
を
擁
す
る
島
根

県
と
対
戦
し
ま
し
た
。
先
制
点
を
許
す
も
す
ぐ
に

同
点
に
追
い
つ
き
、
最
後
ま
で
接
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
が
、
1
対
2
で
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
。

大
会
結
果

　
男
子
の
部

　
　
2
回
戦　
福
井
県　
4

−

0　
山
口
県

　
　
準
々
決
勝　
福
井
県　
2

−
1　
埼
玉
県

　
　
準
決
勝　
福
井
県　
1

−
2　
島
根
県

　
女
子
の
部

　
　
1
回
戦　
福
井
県　
5

−

0　
埼
玉
県

　
　
2
回
戦　
福
井
県　
1

−

0　
岐
阜
県

　
　
準
々
決
勝　
福
井
県　
3

−

1　
山
口
県

　
　
準
決
勝　
福
井
県　
1

−

0　
山
形
県

　
　
決　
　
勝　
福
井
県　
2

−

2　
滋
賀
県

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ
Ｏ　
3

−

4

第
20
回
全
日
本
中
学
生
都
道
府
県
対
抗
11
人
制
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

▲3位に入賞した福井県男子チームのみなさん▲準優勝した福井県女子チームのみなさん ▲受賞された森國利文さん（写真左）

　
11
月
11
日
、
東
京
都
で
令
和
元
年
度
卓
越
し

た
技
能
者
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
手
か
じ
（
鍛

造
）
工
の
部
か
ら
上
糸
生
区
に
工
房
を
構
え
る

森
國 

利
文
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
森
國
さ
ん
は
作
刀
の
鍛
造
に
関
し
て
、
優
れ

た
知
識
・
技
能
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、
講
演
会

や
工
房
見
学
会
を
実
施
し
、
日
本
刀
の
魅
力
発

信
や
普
及
に
も
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
後
に
役
場
を
訪
れ
、内
藤
町
長
に「
名

誉
あ
る
賞
に
恥
じ
な
い
よ
う
に
、
私
自
身
の
人

間
性
を
磨
き
、
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て
い
き
た

い
。」
と
受
賞
の
喜
び
を
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
卓
越
し
た
技
能
者
の
表
彰
受
賞　
森
國 

利
文
さ
ん

えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s

広報 えちぜん 6広報 えちぜん7 令和 元 年12月号令和 元 年12月号



　

10
月
20
日
、
サ
ン
ラ
イ
ズ
織
田
で
越
前
町

子
ど
も
ま
つ
り
が
開
か
れ
、
町
内
の
親
子
約

１
７
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
夏
休
み
中
に
各
地
区
で
取
り

組
ん
だ
壁
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
輪
投
げ
、

ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
ゲ
ー
ム
で
、
参
加
し

た
子
ど
も
た
ち
は
楽
し
く
遊
び
ま
し
た
。

　
昼
食
は
、
織
田
地
区
特
産
の
薄
揚
げ
を
使
っ

た
き
つ
ね
う
ど
ん
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
も
中
学
生
の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
が
司

会
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
担
当
し
、
会
場
を

盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

越
前
町
子
ど
も
ま
つ
り

▲輪投げに挑戦！さあ、狙うぞ！

男女共同参画・人権のとびら認
め
合

い  男女の心をつ
なぐ

ま
ち

ひ と

　10月9日、四ヶ浦小学校で男女共同参画気づき事業が開催されました。町では「認め合い
男

ひ

女
と

の心をつなぐまち」をキャッチフレーズに男女共同参画活動を行っています。今回、福
井工業大学の武内昭子先生に「自分も相手も大切にするコミュニケーション術」と題して「よ
い聴き方のポイント　あいうえお」の授業をしていただきました。
　武内先生には、話し手によい印象を与える聴き方とは「あいての顔を見て」 「いっしょう
けんめいに」 「うなずきながら」 「えがおで」 「おわりまで聴く」ことだと教えていただきま
した。
　子どもたちの感想を一部ご紹介します。
　「この授業を受けて気が付いたことは、笑顔で話を聴いてくれると楽しくなるし、もっと
話したくなります。家でも今日
習ったことを活かしたいです。」
　「これからは、どんな聴き方
をすると相手が喜ぶのか、自分
だったらどんな気持ちになるの
かを考えて、友達の話をしっか
り聴きたいです。」

問合せ先　男女共同参画・人権室　 ☎34‒8715

よい聴き方 あいうえお 講座 in 四ヶ浦小学校

Vol.40

　
10
月
16
日
、
町
内
5
つ
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
が
サ
ン
ラ
イ
ズ
織
田
に
集
合
し
て
、
交
流

イ
ベ
ン
ト
「
あ
つ
ま
れ
ち
ょ
っ
ぽ
の
こ
」
を
開

き
ま
し
た
。

　
日
頃
か
ら
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
利
用

し
て
い
る
保
護
者
と
子
ど
も
46
組
、
総
勢
93
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
場
内
に
は
手
形
・
足
形
ア
ー
ト
の
工
作
、

お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー
を
は
じ
め
、
ヘ
ッ
ド
ス

パ
や
足
裏
・
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
体
験
な
ど
た
く
さ
ん
の
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
ら
れ
、
参
加
し
た
子
ど
も
も
保
護
者
も
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
で
き
て
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。

参
加
者
の
感
想 

◦
初
め
て
の
参
加
で
し
た
が
、
と
て
も
楽
し

か
っ
た
。

◦
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
嬉
し
い
。
ち
ょ
う
ど

ほ
し
か
っ
た
も
の
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

◦
子
育
て
中
の
マ
マ
さ
ん
同
士
、
お
し
ゃ
べ
り

が
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。

◦
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
、制
作
コ
ー
ナ
ー
を
楽
し
め
た
。

◦
お
も
ち
ゃ
修
理
、お
む
つ
ア
ー
ト
が
よ
か
っ
た
。

◦
子
ど
も
が
走
り
回
れ
る
広
い
環
境
が
よ
か
っ
た
。

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
月
い
ろ
い

ろ
な
企
画
・
イ
ベ
ン
ト
を
ご
用
意
し
て
み
な
さ

ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
交
流
イ
ベ
ン
ト
「
あ
つ
ま
れ
ち
ょ
っ
ぽ
の
こ
」

▲フリーマーケット ▲フォトコーナー

　

町
の
地
場
産
食
材
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

9
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、
町
内
の
保
育
園
を

対
象
に
お
さ
か
な
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
越
前
町
漁
業
協
同
組
合
女
性
部
の
み

な
さ
ん
に
講
師
を
依
頼
し
、
7
つ
の
保
育
園
・

こ
ど
も
園
で
1
4
9
人
の
園
児
た
ち
が
干
し

が
れ
い
・
干
し
い
か
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

は
じ
め
は
恐
る
恐
る
だ
っ
た
子
ど
も
た
ち
で
し

た
が
、
一
生
懸
命
が
ん
ば
る
姿
が
と
て
も
印
象

的
で
し
た
。

　
ま
た
、
魚
の
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム
で
は
、
越
前

町
沖
で
定
置
網
に
か
か
っ
た
様
々
な
魚
を
提
供

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
は
じ
め
て
み
る
珍
し

い
魚
の
数
々
に
、
子
ど
も
た
ち
は
歓
声
を
上
げ

な
が
ら
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

お
さ
か
な
体
験
を
実
施
し
ま
し
た

　
10
月
21
日
、
あ
さ
が
お
保
育
園
の
2
・
3
歳

児
17
人
が
、
気
比
庄
区
に
あ
る
村
上
博
行
さ
ん

の
農
地
で
、
越
前
水
仙
の
球
根
植
栽
体
験
を
し

ま
し
た
。
こ
の
体
験
は
、
村
上
さ
ん
が
国
道

４
１
７
号
沿
い
に
あ
る
土
地
を
活
用
し
て
景

観
性
の
向
上
と
、
子
ど
も
た
ち
に
町
の
花
、
そ

し
て
県
の
花
で
あ
る
越
前
水
仙
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
い
た
い
思
い
か
ら
実
現
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
球
根
を
畑
に
植

え
、
自
分
の
植
え
た
場
所
に
名
前
の
プ
レ
ー
ト

を
置
い
て
「
早
く
咲
か
な
い
か
な
」
と
笑
顔
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

あ
さ
が
お
保
育
園　
越
前
水
仙
の
球
根
植
栽
体
験
を
し
ま
し
た

　
10
月
19
日
、
大
阪
府
立
体
育
会
館
で
第
19
回

全
日
本
チ
ア
ダ
ン
ス
選
手
権
大
会
関
西
予
選
大

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
の
全
米
制
覇
や
映
画「
チ
ア
ダ
ン
」

な
ど
の
影
響
で
競
技
人
口
が
増
え
、
入
賞
が
厳

し
く
な
る
中
、
杉
本
紅く

利り

亜あ

さ
ん
（
朝
日
中

３
年
）
が
所
属
す
る
「
Ｗ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ 

ｓ
ａ
ｐ

ｐ
ｈ
ｉ
ｒ
ｅ
」
は
、
見
事
準
優
勝
に
輝
き
、
全

国
大
会
へ
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　
杉
本
さ
ん
は
「
こ
の
チ
ー
ム
で
で
き
る
最
後

の
全
国
大
会
な
の
で
、
ベ
ス
ト
の
演
技
を
し

て
、
い
い
結
果
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。」
と
意

気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

第
19
回
全
日
本
チ
ア
ダ
ン
ス
選
手
権
関
西
予
選
大
会　
杉
本
紅
利
亜
さ
ん
出
場

▲準優勝した Wings sapphire のみなさん（杉本さんは後列左）

マイナちゃんの　 ポイントマイナンバー クイズの答え　×
マイナンバーカードの有効期間満了時の更新は、
カードを紛失していなければ手数料はかかりま
せん（令和元年12月現在）

ワン

今月のマイナンバーカード休日交付窓口は、12月28日（土）です。
ご予約は、27日（金）までに住民環境課（☎34–8708）へお願いします。

クイズ  マイ難問? !
マイナンバーカードの交付は初回無料だけど、10年（20歳未満は5年）の有効期限がきたら、
手数料を払って新しいマイナンバーカードをつくらないといけない？   〇？  ×？

マイナンバーに関する疑問をクイズ形式で解決します。

クイズの答えは、
左のページ

えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s
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令和元年度予算の上半期（9月30日現在）の執行状況などをお知らせします。

一般会計の収支の状況

特別会計、事業会計の収支の状況 財産の現在高

予算規模

会　　計 当初予算額 補正予算額 予算現額

一般会計 133億3,000万円 9億4,909万円 142億7,909万円

特別会計 65億9,292万5千円 9,725万4千円 66億9,017万9千円

事業会計 8億5,661万6千円 823万8千円 8億6,485万4千円

合　　計 207億7,954万1千円 10億5,458万2千円 218億3,412万3千円

科　　　　目 予算現額
A

収入済額
B

収入率
B ／ A

町 税 2,218,648 1,498,989 67.6%
地 方 譲 与 税 等 542,724 271,137 50.0%
地 方 交 付 税 4,920,000 3,366,025 68.4%
交通安全対策特別交付金 1,500 755 50.3%
分 担 金 及 び 負 担 金 213,476 95,681 44.8%
使 用 料 及 び 手 数 料 80,751 40,688 50.4%
国 庫 支 出 金 1,291,689 277,772 21.5%
県 支 出 金 996,091 150,633 15.1%
財 産 収 入 108,720 34,507 31.7%
寄 附 金 50,001 3,280 6.6%
繰 入 金 808,546 0 0.0%
繰 越 金 234,209 658,046 281.0%
諸 収 入 306,535 44,835 14.6%
町 債 2,506,200 0 0.0%

歳　入　合　計 14,279,090 6,442,348 45.1%

会　計　名 予算現額
A

収入済額
B

収入率
B/A

支出済額
C

支出率
C/A

国 民 健 康 保 険 事 業 2,312,800 1,020,150 44.1% 988,683 42.7%
介 護 保 険 事 業 2,371,941 997,936 42.1% 964,118 40.6%
後期高齢者医療事業 264,633 100,740 38.1% 65,724 24.8%
簡 易 水 道 事 業 464,647 152,837 32.9% 175,658 37.8%
公 共 下 水 道 事 業 876,107 119,240 13.6% 247,411 28.2%
集 落 排 水 事 業 292,003 62,670 21.5% 114,496 39.2%
温 泉 事 業 27,058 8,351 30.9% 6,175 22.8%
農林漁業体験実習館事業 30,290 8,046 26.6% 10,488 34.6%
土 地 区 画 整 理 事 業 50,700 0 0.0% 33 0.1%

合　　　　　計 6,690,179 2,469,970 36.9% 2,572,786 38.5%

種　　　　　別 現　在　高

公  

有  

財  

産

土 地 2,778,018㎡
建 物 208,786㎡
山 林 1,629,476㎡
物 権 17,501㎡
有 価 証 券 1,500千円
出資による権利 642,364千円

基
金

一 般 会 計 6,574,434千円
特 別 会 計 224,070千円

町債の現在高
区　　　　　分 現　在　高

一 般 会 計 9,769,323千円
特
別
会
計

簡 易 水 道 事 業 1,817,967千円
公共下水道事業 1,899,886千円
集 落 排 水 事 業 854,739千円

事
業
会
計

上 水 道 事 業 1,631,337千円
国民健康保険病院事業 544,576千円

合　　　　　計 16,517,828千円

会 計 名 区　分
収　　　入 支　　　出

予算現額
A

収入済額
B

収入率
B ／ A

予算現額
C

支出済額
D

支出率
D ／ C

上水道事業
収益的収支 269,737 131,429 48.7% 269,737 175,175 64.9%
資本的収支 93,624 52,446 56.0% 161,264 78,727 48.8%
合　　　計 363,361 183,875 50.6% 431,001 253,902 58.9%

国民健康保険
病 院 事 業

収益的収支 304,564 105,000 34.5% 304,564 195,204 64.1%
資本的収支 63,246 0 0.0% 129,289 75,311 58.3%
合　　　計 367,810 105,000 28.5% 433,853 270,515 62.4%

※資本的収入が資本的支出に対し不足する分は損益勘定留保資金など
で補てんしました。　

科　　　目 予算現額
A

支出済額
B

支出率
B ／ A

議 会 費 98,536 49,834 50.6%
総 務 費 3,136,669 540,230 17.2%
民 生 費 3,652,135 1,169,296 32.0%
衛 生 費 1,044,339 475,214 45.5%
労 働 費 46,945 42,782 91.1%
農 林 水 産 業 費 790,652 226,103 28.6%
商 工 費 730,451 445,264 61.0%
土 木 費 1,240,282 129,870 10.5%
消 防 費 577,781 271,838 47.0%
教 育 費 1,685,558 681,744 40.4%
公 債 費 1,162,307 582,211 50.1%
諸 支 出 金 97,435 0 0.0%
予 備 費 10,000 0 0.0%
災 害 復 旧 費 6,000 0 0.0%
歳 出 合 計 14,279,090 4,614,386 32.3%

■歳入 （単位：千円）

■特別会計の収支の状況 （単位：千円）

■事業会計の収支の状況 （単位：千円）

■歳出 （単位：千円）

　令和元年度上半期の「一般会計、特別会
計、事業会計の予算規模、収支の状況」と

「財産、町債の現在高」をお知らせします。
　なお、予算現額には平成30年度からの
繰越額は含まれておりません。

問合せ先　企画財政課　☎34‒8702

小中学校の教育環境について検討をはじめます

　急激に進行する少子高齢化に伴い、町内の小中学校の児童生徒数も年々減少し、今後も減少が見込ま
れます。こうした状況を、町全体で現実的な課題として認識したうえで、将来の越前町の教育に対する
展望を協議するため、平成30年9月から10月にかけて、児童生徒、保護者、地域住民を対象にアンケー
ト調査を実施しました。
　このアンケートで、「今後さらに少子高齢化が進行する中、越前町として適正な学級数や児童生徒数に
ついて検討をしていくべきだと思いますか」という設問に対し、9割を超える人が将来的な検討を含め、
「検討は必要である」と回答されました。
　この結果を踏まえ、町内の学校教育の充実を目的に、学校の適正規模、適正配置などについて検討す
る「第1回越前町学校教育環境検討委員会」が、10月31日に越前町生涯学習センターで開かれました。
　委員会は、学識経験者、地域住民、保護者、学校関係者ら19人で構成され、福井大学大学院客員教

授の松田通彦氏が委員長に選任されました。会議
では、「全体のアンケート集計だけではなく、地区
別・校区別のアンケート分析が必要ではないか」
「会議の開催間隔をあまり空けずに、スピーディ
に進めてはどうか」など活発な意見が交わされま
した。
　今後、この委員会では、町内の小中学校の現状
と課題の把握や児童生徒にとって望ましい学校の
配置について慎重に協議を進め、令和2年度内に
提言としてまとめることを目指します。

越前町の児童生徒数の推移

今後さらに少子高齢化が進行する中、越前町として適正な学級数や児童生徒数について検討
をしていくべきだと思いますか

▲久保教育長から委嘱状を受け取る松田氏
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1,456
1,397 1,360 1,311 1,313 1,276 1,225 1,235 1,204 1,194

1,140 1,145 1,142
1,094 1,060

1,004 972
908

773 742 724 744 761 748 710 679 637 629 617 644 605 559 574 584 605 561 570

小学生児童数 中学生児童数

9.5

21.1

保護者

31.7
25.0

7.0
2.7

0.8 2.2 （％）（％）

8.9

27.6

一般町民

32.2
20.3

6.0
2.3

1.2 1.5 ■ 小学校について検討していくべきである
■ 中学校について検討していくべきである
■ 小学校、中学校どちらについても検討していくべきである
■ 児童・生徒数が少ない学校については検討していくべきである
■ 児童・生徒数の状況を見て、将来的には検討したほうがよい
■ 地域によって児童・生徒数に大きな差が生じても、現在のままでよい
■ その他
■ 不明・無回答

「昨年度の越前町学校教育環境調査アンケートより」

町からのお知らせ I n f o r m a t i o nえちぜん
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問合せ先　鯖江・丹生消防組合消防署 丹 生 分 署　☎36‒0119
 朝日分遣所　☎34‒0119
 越前分遣所　☎37‒0119
 http://www.fd-sabaenyu.jp/

消防署からのお知らせ
I n f o r m a t i o n  f r o m  f i r e  d e p a r t m e n t

工事等発注一覧（予定価格250万円以上）  10月16日～11月15日

問合せ先　監理課　 ☎34‒8719

工　　　事　　　等　　　名 地　係 請負金額 請負業者名 主管課
令和元年度 越前がにミュージアムかに水槽用冷却機修繕工事 厨 8,316,000 ㈱大生 商工観光課
令和元年度 道路橋定期点検業務（その１） 上川去ほか 4,499,000 ㈱サンワコン 建 設 課
令和元年度 道路橋定期点検業務（その２） 熊 谷 ほ か 5,368,000 ㈱サンワコン 建 設 課
令和元年度 町道米ノ厨線用地測量業務 茂 原 ・ 厨 3,828,000 ㈱サンワコン 建 設 課

令和元年度 町道西大井線橋梁詳細設計業務 上 川 去 10,868,000 ㈱構造設計
研究所 建 設 課

令和元年度 町道織田下河原線道路維持補修工事 平 等 3,866,500 丸善工務店㈱ 建 設 課
平成30年度（繰） 上戸橋補修工事 上 戸 16,885,000 オタ建設㈱ 建 設 課
令和元年度 大樟区特定空き家等解体工事 大 樟 3,355,000 ㈱四ヶ浦建設 定住促進課
令和元年度 越前町立宮崎学校給食センター解体工事 江 波 13,750,000 ㈱大生 学校給食センター
令和元年度 越前町立織田学校給食センター解体工事 平 等 27,830,000 オタ建設㈱ 学校給食センター

年末年始のごみ収集日程のお知らせ

朝　日　地　区
令和元年12月 令和2年1月

25
㈬

26
㈭

27
㈮

28
㈯

29
㈰

30
㈪

31
㈫

1
㈬

2
㈭

3
㈮

4
㈯

5
㈰

6
㈪

7
㈫

8
㈬

9
㈭

10
㈮

Ａ
地
区

可 燃 ご み ○ ○ ○ ○ ○
不燃ごみ・空き缶・空き瓶・
乾 電 池 類 ・ス プ レ ー 缶 ○ ○

ペットボトル・紙パック・蛍光灯 ○

プラスチック製容器包装 ○

西田中・東内郡・内郡・朝日・上川去・春日・岩開・佐々生・宇田・気比庄・新庄・馬場・田中・田中団地・市・乙坂・栃川
宮の西団地・天王・宝泉寺・金谷・青野・青野団地・茱原・小倉・小倉団地・葛野・野田・下糸生・脇・上糸生

Ｂ
地
区

可 燃 ご み ○ ○ ○ ○ ○
不燃ごみ・空き缶・空き瓶・
乾 電 池 類・ ス プ レ ー 缶 ○

ペットボトル・紙パック・蛍光灯 ○

プラスチック製容器包装 ○

町営朝日団地・漆本・頭谷・境野・横山・牛越・野末・大畑・上野田団地・大谷寺・中野・大玉・清水・森・杖立・小川・真木・天谷

※朝日地区の可燃ごみ最終収集日は、12月30日（月）です。年始は、1月3日（金）から収集します。
※不燃ごみは、Ａ地区、Ｂ地区ともに1月8日（水）から収集します。
※プラスチック製容器包装は、1月7日（火）に収集します。

織　田　地　区
令和元年12月 令和2年1月

25
㈬

26
㈭

27
㈮

28
㈯

29
㈰

30
㈪

31
㈫

1
㈬

2
㈭

3
㈮

4
㈯

5
㈰

6
㈪

7
㈫

8
㈬

9
㈭

10
㈮

Ａ
地
区

可 燃 ご み ○ ○ ○ ○ ○
不燃ごみ・空き缶・空き瓶・
ペットボトル・紙パック・
乾 電 池 類・ ス プ レ ー 缶

○

プラスチック製容器包装 ○ ○
新 聞 紙 ・雑 誌 類
ダ ン ボ ー ル ・繊 維 類 ○

辻・高橋・北・東・馬場・寺家（一部Ｂ地区）・上野・平等・下河原・上戸

Ｂ
地
区

可 燃 ご み ○ ○ ○ ○ ○
不燃ごみ・空き缶・空き瓶・
ペットボトル・紙パック・
乾 電 池 類・ ス プ レ ー 缶

○

プラスチック製容器包装 ○ ○
新 聞 紙 ・雑 誌 類
ダ ン ボ ー ル ・繊 維 類 ○

堤・杉の花・寺家（一部Ａ地区）・中・大王丸・三崎・四ツ杉・下山中・上山中・打越・赤井谷・山田・入尾・笈松・丸山団地
萩野の里・西ヶ丘・脇谷・細野・岩倉・笹川

※織田A地区の可燃ごみ最終収集日は、12月30日（月）です。年始は1月3日（金）から収集します。
※織田B地区の可燃ごみ最終収集日は、12月31日（火）です。年始は1月3日（金）から収集します。

自 己 搬 入 の 場 合

鯖江クリーンセンター　☎51–2310
年末特別搬入  12月29日（日）　午前8時30分～午後5時
  12月30日（月）　午前8時30分～ 11時30分まで受入れします。
※年始は、1月6日（月）から通常営業します。
※年末は大変混雑しますので、時間に余裕をもって搬入してください。

し尿収集の申し込み
㈲ニュークリーン公社　☎34–5512
12月20日（金）までに申し込みがあれば、年内に収集します。
※年始は、1月6日（月）から通常営業します。

問合せ先　住民環境課　☎34‒8708

○印（収集日）

※ごみカレンダーは、町ホームページにも掲載しています。

※宮崎地区・越前地区は、各世帯に配布しているごみカレンダーをご覧ください。

　毎年、住宅火災によって多くの人が亡くなっています。火災は、住宅などの財産だけでなく命までも
奪う恐ろしいものです。住宅火災の発生や逃げ遅れを防ぎ、命を守るための7つのポイントを紹介します。

ポイント●❶
寝たばこは、絶対やめる。

ポイント●❹
逃げ遅れを防ぐために、
住宅用火災警報器を設置
する。

ポイント●❸
ガスコンロなどのそばを離
れるときは、必ず火を消す。

ポイント●❻
火災を小さいうちに
消すために、住宅用
消火器等を設置する。

ポイント●❼
お年寄りや身体の不自由
な人を守るために、隣近
所の協力体制をつくる。

ポイント●❷
ストーブは、燃えやすいもの
から離れた位置で使用する。

ポイント●❺
寝具、衣類及びカーテン
からの火災を防ぐため
に、防炎品を使用する。

住宅防火　いのちを守る 7 つのポイント

町からのお知らせ I n f o r m a t i o nえちぜん
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小
樟
区
で
は
、
令
和
元
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
（
宝
く
じ
助
成
）
の
採
択
を
受
け
、

区
内
の
鉄
砲
山
公
園
に
遊
具
を
設
置
し
ま
し
た
。

日
頃
か
ら
区
民
が
集
い
、
世
代
間
交
流
が
で
き

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
、
地
区

全
体
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の

助
成
事
業
は
、

宝
く
じ
の
社
会

貢
献
事
業
の
一

環
と
し
て
、（
一

財
）
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
が

行
っ
て
い
る
も

の
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
遊
具
を
設
置
し
ま
し
た

　
自
力
で
屋
根
な
ど
の
除
雪
が
困
難
で
、
作
業

を
業
者
に
依
頼
し
て
行
っ
た
場
合
、
補
助
金
の

対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者

高
齢
者
（
お
お
む
ね
65
歳
以
上
）
や
身
体
障

が
い
者
の
一
人
暮
ら
し
世
帯
、
高
齢
者
の
み

の
世
帯
、
母
子
世
帯
で
、
自
力
で
屋
根
な
ど

の
除
雪
が
困
難
な
世
帯

※
町
民
税
非
課
税
世
帯
に
限
り
ま
す
。

※
町
内
や
福
井
市
・
鯖
江
市
・
越
前
市
・
南

越
前
町
に
屋
根
雪
下
ろ
し
を
依
頼
で
き
る

二
親
等
以
内
の
親
族
が
い
る
世
帯
は
除
き

ま
す
。

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
の
屋
根
雪
下
ろ
し
補
助
金
の
お
知
ら
せ

支
援
内
容

◦
住
宅
の
屋
根
雪
下
ろ
し
作
業

◦
外
出
に
支
障
と
な
る
必
要
最
低
限
の
宅
地

の
除
雪
作
業

◦
住
宅
に
損
傷
を
与
え
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ

る
除
雪
作
業

補
助
金
の
額

実
費
用
額
の
2
分
の
1
以
内
で
、
作
業
人
賃

金
は
1
時
間
あ
た
り
２
，５
０
０
円
、
一
冬

期
間
あ
た
り
2
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

問
合
せ
先　
福
祉
課　
☎
３
４‒

８
７
２
５

冬への備えは万全ですか？ 12月1日から7日までは、「雪に備える週間」です。
冬を迎えるにあたってのルールやマナーを守り、安全・安心な冬を過ごしましょう。

※今月号折込のチラシも
　あわせてご覧ください。

これから寒くなるにつれて、凍結により水が出なくなったり、
水道メーターや水道管が破損するおそれがありますので、次のことに注意しましょう。

冬季の上下水道料金について
　冬季は積雪のため、水道メーターの検針ができない場合があります。検針ができなかった月の上下水道料金は、
最後に検針できた月の9割を概算で請求し、その後検針できた月に精算します。
　なお、概算請求の場合は、検針のお知らせ票に「積雪のため概算で請求させていただきます」とメッセージが記
載されます。
　精算は、概算請求のメッセージがなくなった月にされますので、あらかじめご了承をお願いします。

◦ 車のタイヤは、冬用のものに必ず交換しましょ
う。交換前には、タイヤの摩耗の度合いも確認
しましょう。

◦ 耐寒用品などを含めた非常持ち出し品を準備し
ておきましょう。

◦ 路上駐車は除雪作業を妨げるだけでなく、緊急
車両の通行の妨げにもなるため、絶対にしない
でください。

◦ 道路際の木や竹が折れたり、雪の重さで垂れ
下がり、道をふさいで通行
ができないことがあります。
土地の所有者は、冬に備え
てあらかじめ剪定や伐採を
お願いします。

・蛇口や水道メーターの
周りに保温材や布を巻
いて保温する。

・凍結したと思われる部分（蛇口、水道管など）に
布をかぶせ、その上からぬるま湯をかけて溶かす。

※熱湯を直接かけると破損するおそれがあります
のでご注意ください。

・凍結防止のために水を出しっぱなしにしない。

・融雪のために水道水を使用しない。

・冬季に使用しない小屋や空き家など、蛇口の閉
め忘れや水道管の破裂がないか点検する。

・水道メーターボックス内の
止水栓を閉めて水を止める。

※上下水道課と給水装置指定
工事店へご連絡ください。

◦寒い屋外で雪かきをするときは、健康管理に十
分注意しましょう。

◦ 降積雪時は、マイカーの利用をなるべく控え、
公共交通機関を利用しましょう。

◦ 道路への雪の投げ捨ては、止めましょう。

◦ 小型除雪機による事故や屋根の雪下ろしによる
転落などには十分注意しましょう。

◦ 生活道路や歩道、バス停、消火栓、防火水槽、
用水路付近も地域ぐるみで雪かきをしましょう。

問合せ先　建設課　☎34‒8703

問合せ先　上下水道課　☎34‒8707

雪対策で快適な冬を

　冬季の水道使用の注意点

冬の準備はお済みですか？

雪が降るまでに

凍結防止のために

凍結により水が出ないときは

水不足防止のために

水道管が破裂したときは

雪が降ったら

　
南
越
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
で
は
、
税

知
識
を
普
及
す
る
た
め
の
租
税
教
育
の
一
環
と

し
て
、税
に
つ
い
て
の
作
品
を
募
集
し
て
お
り
、

本
年
度
も
武
生
税
務
署
管
内
の
17
の
中
学
校
か

ら
作
文
１
０
３
３
編
、
20
の
小
学
校
か
ら
ポ

ス
タ
ー
２
８
９
点
の
応
募
が
あ
り
、
作
文
の
部

で
は
、
林
頌
馬
さ
ん
（
織
田
中
3
年
）
が
北
陸

税
理
士
会
武
生
支
部
長
賞
、
ポ
ス
タ
ー
の
部
で

は
佐
々
木
柚
月
さ
ん
（
織
田
小
6
年
）
が
武
生

税
務
署
長
賞
を
受
賞
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、
次

の
み
な
さ
ん
が
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
優
秀
作
品
に
つ
き
ま
し
て
は
12
月
16

日
か
ら
24
日
ま
で
の
間
、
織
田
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
メ
ル
シ
1
階
パ
ブ
リ
ッ
ク
広
場
に
展

示
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

作
文
の
部

　
北
陸
税
理
士
会
武
生
支
部
長
賞

　
　
林は

や
し　
頌し

ょ
う

馬ま

（
織
田
中
3
年
）

ポ
ス
タ
ー
の
部

　
武
生
税
務
署
長
賞

　
　
佐さ

さ々

木き　
柚ゆ

月づ
き

（
織
田
小
6
年
）

「
税
に
つ
い
て
の
作
品
」
入
賞
者
発
表

　
北
陸
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
長
賞

　
　
田た

中な
か　

鈴す
ず

乃の

（
織
田
小
6
年
）

　
南
越
税
務
連
絡
協
議
会
長
賞

　
　
高た

か

野の　
弘こ

う

大だ
い

（
朝
日
小
6
年
）

　
南
越
青
色
申
告
会
連
合
会
長
賞

　
　
中な

か

谷や　
涼す

ず

乃の

（
常
磐
小
6
年
）

　
公
益
社
団
法
人
　
南
越
法
人
会
長
賞

　
　
藤ふ

じ

野の　
柊し

ゅ
う

太た

朗ろ
う

（
常
磐
小
6
年
）

町からのお知らせ

広報 えちぜん15 令和 元 年12月号
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町
で
は
、
心
室
細
動
（
心
臓
の
け
い
れ
ん
）

に
よ
る
心
肺
停
止
者
の
救
助
率
の
向
上
を
図
る

た
め
、
町
が
管
理
す
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
主
に
町
民
を

対
象
と
し
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
主
催
者
に

貸
し
出
し
ま
す
。

対
象
者

町
内
で
開
か
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
競
技
や
そ
の
他

の
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
主
催
者
（
営
利
を

目
的
と
す
る
も
の
は
除
く
）

※
イ
ベ
ン
ト
期
間
中
は
医
師
な
ど
の
医
療
従

事
者
ま
た
は
消
防
署
が
実
施
す
る
普
通
救

急
法
受
講
修
了
者
を
配
置
し
て
く
だ
さ
い
。

貸
し
出
し
台
数

◦
Ａ
Ｅ
Ｄ　
1
台

◦
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
用
Ａ
Ｅ
Ｄ　
2
台

※
電
気
の
流
れ
な
い
練
習
用
で
す
。

冬
季
間
の
運
行

　
冬
季
間
は
、
積
雪
の
た
め
バ
ス
の
発
着
時
刻

の
遅
れ
な
ど
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
利
用
さ
れ
る

み
な
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
次
の
区
間
は
、
積
雪
の
場
合
は
通
行

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
昨
年
同
様
迂
回
し
て
運
行

し
ま
す
。

迂
回
す
る
区
間

　
宮
崎
地
区
巡
回
ル
ー
ト
の
蚊
谷
寺
〜
蟬
口
区
間

※
バ
ス
停
に
よ
っ
て
は
、
10
分
程
度
遅
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
令
和
2
年
1
月
6
日
か
ら
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
利
用
し
や
す
く
す
る
た
め
、

シ
ス
テ
ム
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
が
新
し
く
な
り
ま
す
。

内　
容

①
求
人
票
の
様
式
が
変
わ
り
、
労
働
条
件
や
Ｐ

Ｒ
情
報
な
ど
求
人
情
報
が
よ
り
詳
細
に
な
り

ま
す
。
ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
内
に
設
置
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン

と
同
じ
求
人
情
報
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
か
ら
の
お
知
ら
せ

お
仕
事
探
し
の
こ
と
な
ら
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
武
生
」
へ

貸
し
出
し
料

　
無
料

申
込
方
法

貸
出
希
望
日
の
1
週
間
前
ま
で
に
健
康
保
険

課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
健
康
保
険
課　
☎
３
４‒

８
７
１
０

年
末
年
始
の
運
行

　
12
月
29
日
㈰
か
ら
1
月
3
日
㈮
ま
で
の
期
間

は
、全
便
運
休
し
ま
す
。
1
月
4
日
㈯
か
ら
は
、

通
常
運
行
し
ま
す
。

※
こ
の
期
間
は
、
デ
マ
ン
ド
便
の
予
約
も
受
付

で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先

　
企
画
財
政
課

　
☎
３
４‒

８
７
０
２

②「
求
職
者
マ
イ
ペ
ー
ジ
」
の
開
設
で
、
求
人

の
検
索
条
件
や
気
に
な
っ
た
求
人
の
保
存
、

応
募
履
歴
の
確
認
な
ど
お
仕
事
探
し
が
よ
り

便
利
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
武
生
（
武
生
公
共
職
業
安
定
所
）

　
職
業
相
談
部
門

　
☎
２
２‒

４
０
７
８

　
日
本
国
内
の
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
ら

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
「
食
品
ロ
ス
」
は
年
間
で

６
４
６
万
ト
ン
あ
り
、
中
で
も
外
食
時
の
「
食

品
ロ
ス
」
は
約
１
２
０
万
ト
ン
だ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
自
身
の
食
事
の
適
正
量
を
知
り
、

食
べ
き
れ
る
量
を
注
文
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

食
べ
ら
れ
な
い
食
材
が
あ
る
と
き
は
、
お
店
に

確
認
を
し
て
注
文
し
ま
し
ょ
う
。
も
し
、
食
べ

き
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
安
全
面
や
衛
生
面
を

お
店
の
人
に
確
認
し
、
自
己
責
任
で
持
ち
帰
り

ま
し
ょ
う
。

外
食
時
は
お
い
し
く
残
さ
ず
食
べ
き
ろ
う

問
合
せ
先

　
住
民
環
境
課　
☎
３
４‒

８
７
０
８

　
鉄
道
風
景
写
真
や
鉄
道
の
あ
る
ス
ナ
ッ
プ
写

真
な
ど
、
福
井
鉄
道
と
そ
の
周
辺
を
入
れ
込
ん

だ
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
規
定

カ
ラ
ー
、
モ
ノ
ク
ロ
、
デ
ジ
タ
ル
（
銀
塩
プ

リ
ン
ト
仕
上
げ
）
と
も
4
切
ま
た
は
ワ
イ
ド

4
切
（
い
ず
れ
も
台
紙
不
可
、単
写
真
の
み
）

※
ひ
と
り
2
点
ま
で
応
募
で
き
ま
す
。

応
募
方
法

作
品
ご
と
に
タ
イ
ト
ル
、撮
影
場
所
、氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
を
明
記
し
た
応
募
票
を
作

品
の
裏
面
に
、
天
地
が
分
か
る
よ
う
に
貼
り

つ
け
、
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

越
前
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
委
員
会
は

「
第
3
回
越
前
海
岸
・
四
季
と
く
ら
し
の
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
」
の
入
選
作
品
で
絵
は
が
き
カ
レ

ン
ダ
ー
を
つ
く
り
ま
し
た
。
越
前
海
岸
の
四
季

折
々
が
楽
し
め
ま
す
。
カ
レ
ン
ダ
ー
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
い
た
後
は
、
絵
は
が
き
と
し
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
ご
希
望
の
人
は
、
越
前
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

運
営
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

問
合
せ
先

　
越
前
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
委
員
会

　
☎
３
７‒

７
７
１
０

第
三
回
「
福
井
鉄
道
」
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
２
０
年　
絵
は
が
き
カ
レ
ン
ダ
ー

応
募
締
切

　
令
和
2
年
1
月
31
日
㈮　
当
日
消
印
有
効

賞
・
賞
品

　
最
優
秀
賞　
図
書
券
1
万
円

　
優
秀
賞　
図
書
券
5
千
円

結
果
は
、
令
和
2
年
3
月
に
入
賞
者
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

応
募
・
問
合
せ
先

　
〒
９
１
５‒

０
０
９
６

　
越
前
市
瓜
生
町
５‒

１‒

１

　
丹
南
広
域
公
共
交
通
機
関
活
性
化
協
議
会

　
☎
２
３‒

４
５
５
０

　
全
国
石
油
商
業
組
合
連
合
会
と
県
石
油
商
業

組
合
で
は
、
9
月
1
日
の
防
災
の
日
か
ら
来
年

3
月
31
日
ま
で
の
間
、
非
常
時
に
備
え
て
燃
料

を
多
め
に
蓄
え
て
お
く
こ
と
を
呼
び
か
け
る

「
満
タ
ン
＆
灯
油
プ
ラ
ス
1
缶
運
動
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
に
見
ら
れ
た
よ

う
に
、
被
災
直
後
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
は
、
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
な
ど
の

石
油
製
品
を
購
入
す
る
車
が
大
混
雑
し
、
燃
料

の
入
手
が
非
常
に
困
難
に
な
り
ま
し
た
。

　
石
油
製
品
は
非
常
食
や
飲
料
水
の
よ
う
に
簡

単
に
備
蓄
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
災
害
発

生
時
の
安
心
の
た
め
に
、
車
は
常
に
満
タ
ン
を

心
が
け
、
暖
房
用
の
灯
油
は
1
缶
余
分
に
買
い

置
く
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

「
満
タ
ン
＆
灯
油
プ
ラ
ス
1
缶
運
動
」　
～
災
害
発
生
時
の
安
心
の
た
め
に
～

問
合
せ
先　
県
石
油
商
業
組
合

　
　
　
　
　
☎
０
７
７
６‒

３
４‒

３
１
５
１

自動体外式除細動器

　

12
月
11
日
㈬
か
ら
20
日
㈮
ま
で
の
10
日
間

は
、
年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
期
間
で
す
。

今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
ゆ
っ
く
り
走
ろ
う　

雪
の
ふ
る
里　
北
陸
路
」
で
す
。

重
点
目
標

①
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止（
北
陸
三
県
統
一
）

②
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用

中
の
交
通
事
故
防
止

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

③
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

④
雪
寒
期
の
交
通
事
故
防
止

⑤
飲
酒
運
転
の
根
絶

⑥
交
通
安
全
3
S
＋
2
ア
ク
シ
ョ
ン
の
励
行

I n f o r m a t i o nえちぜん町からのお知らせ
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染められて染めて二人の彩になる	 嶋田富士雄
幾坂を越えた努力の幸せが	 嵐　喜美枝川 柳

　

や
さ
し
い
灯
り
の
中
で
の
素
敵
な
音
楽
。

ち
ょ
っ
と
大
人
の
ク
リ
ス
マ
ス
を
過
ご
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

日　
　
時

　
12
月
21
日
㈯　
午
後
6
時
開
演

場　
　
所

　
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内　
　
容

　
ジ
ャ
ズ　
武
田
幸
夫
カ
ル
テ
ッ
ト

　
　
　
　
　
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
大
黒
友
理

　
ピ
ア
ノ
＆
歌　
華
歌

参
加
費

　
５
０
０
円

　
（
ド
リ
ン
ク
・
ス
イ
ー
ツ
・
越
前
焼
豆
皿
付
）

問
合
せ
先

　
宮
崎
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
委
員
会

　
☎
３
２‒

７
７
１
０

あ
か
り
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９

　
そ
ろ
そ
ろ
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
季
節
で
す
。
手

作
り
の
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
で
、
ク
リ
ス
マ
ス

を
よ
り
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
手
作
り
だ
と
材
料

を
そ
ろ
え
る
の
は
と
て
も
大
変
で
す
が
、
プ
ラ

ン
ト
ピ
ア
で
は
手
ぶ
ら
で
簡
単
に
ク
リ
ス
マ
ス

リ
ー
ス
作
り
が
体
験

で
き
ま
す
。
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
、
手
作
り

の
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー

ス
を
お
家
の
玄
関
に

飾
っ
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
♪

プ
ラ
ン
ト
ピ
ア　
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り日　

　
時　
12
月
14
日
㈯
、
15
日
㈰

　
　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
〜
午
後
3
時

内　
　
容

グ
ル
ー
ガ
ン
（
ホ
ッ
ト
ボ
ン
ド
）
を
使
っ
て

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
作
り
ま
す
。

定　
　
員　
各
日
20
人
（
予
約
が
必
要
で
す
）

参
加
費　
７
０
０
円
（
入
園
料
別
途
）

入
園
料　
一　
般　
３
１
０
円

　
　
　
　
　
中
高
生　
２
０
０
円

　
　
　
　
　
小
学
生　
１
０
０
円

問
合
せ
先　
福
井
総
合
植
物
園
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

１
１
２
０

　
令
和
2
年
4
月
に
小
・
中
学
校
に
入
学
予
定

の
お
子
様
の
保
護
者
で
、
越
前
町
就
学
援
助
の

要
件
に
該
当
す
る
人
に
、
ラ
ン
ド
セ
ル
・
制
服

な
ど
入
学
に
必
要
な
も
の
の
購
入
費
用
の
一
部

を
入
学
前
（
3
月
）
に
支
給
し
ま
す
。

受
給
要
件

　
次
の
①
〜
③
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

①
越
前
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
人

②
お
子
さ
ん
が
令
和
2
年
4
月
に
小
・
中
学

校
に
入
学
予
定
の
人

③
越
前
町
就
学
援
助
制
度
の
認
定
基
準
に
該

当
す
る
人

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法

申
請
書
を
学
校
教
育
課
か
各
小
学
校
で
お
受

け
取
り
い
た
だ
き
、
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
法
や
地
方
税

法
上
、
健
康
保
険
や
厚
生
年
金
な
ど
の
社
会
保

険
料
を
納
付
し
た
場
合
と
同
様
に
、
社
会
保
険

料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除

さ
れ
、
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
今
年
の
1
月
か

ら
12
月
中
に
納
め
た
保
険
料
全
額
で
す
。
過
去

の
年
度
分
や
追
納
し
た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
は
な
く
、

配
偶
者
や
お
子
さ
ん
な
ど
の
国
民
年
金
保
険
料

を
支
払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
料
も
合
わ

せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
控
除
を

受
け
る
た
め
に
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
を

行
う
と
き
に
、領
収
証
書
な
ど
保
険
料
を
支
払
っ

た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。

小
中
学
校
の
新
入
学
に
か
か
る
準
備
費
用
を
援
助
し
ま
す

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

え
、
必
要
書
類
を
添
付
し
て
提
出
く
だ
さ
い
。

※
必
要
書
類
と
は
…
平
成
30
年
中
の
所
得
を

証
明
す
る
書
類
の
写
し
（
生
計
を
同
一
と

さ
れ
る
全
員
分
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
）

提
出
先

新
小
学
1
年
生
…
学
校
教
育
課

新
中
学
1
年
生
…
学
校
教
育
課
ま
た
は
現
在

通
わ
れ
て
い
る
小
学
校

受
付
期
間

　
12
月
2
日
㈪
〜
令
和
2
年
1
月
24
日
㈮

支
給
時
期

　
令
和
2
年
3
月
上
旬

問
合
せ
先

　
学
校
教
育
課　
☎
３
４‒

８
７
１
６

　
こ
の
た
め
、
1
月
か
ら
9
月
ま
で
に
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
人
に
は
、
11
月
上
旬

に
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
を
送
付
し
て
い

ま
す
の
で
、
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明

書
ま
た
は
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

（
10
月
か
ら
12
月
ま
で
の
間
に
、
今
年
は
じ
め

て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ
た
人
へ
は
、

翌
年
の
2
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。）

　
税
法
上
で
も
有
利
な
国
民
年
金
は
、
老
後
は

も
ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故
な
ど
万
一
の
と
き
に
も

心
強
い
味
方
と
な
る
制
度
で
す
の
で
、
保
険
料

の
納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

　
武
生
年
金
事
務
所　
☎
２
３‒

１
１
２
６

施　　設　　名
令和元年12月 令和2年1月

電話番号27
㈮

28
㈯

29
㈰

30
㈪

31
㈫

1
㈬

2
㈭

3
㈮

4
㈯

5
㈰

6
㈪

7
㈫

朝
日
地
区

福井総合植物園プラントピア ○ × × × × × × × ○ ○ ○ × 34–1120
道の駅「パークイン丹生ヶ丘」 ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ × 34–2850
越前町老人福祉センター「幸若苑」 ○ × × × × × × × × ○ ○ ○ 34–2095
糸 生 温 泉「泰 澄 の 杜」 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 34–2322

宮
崎
地
区

越 前 陶 芸 村 文 化 交 流 会 館 ○ × × × × × × × × ○ × ○ 32–3200
福 井 県 陶 芸 館 ○ × × × × × × × ○ ○ × ○ 32–2174
越 前 焼 の 館 ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ 32–2199
越 前 古 窯 博 物 館 ○ × × × × × × × ○ ○ × ○ 32–3262
花 み ず き 温 泉「若 竹 荘」 ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ 32–2753
お も い で な フ ァ ー ム ○ ○ ○ ○ 午前9時～

正午 × × × × × ○ × 32–3545
越前町老人憩いの家「陶寿園」 ○ ○ × × × × × × ○ ○ × ○ 32–3105

越
前
地
区

道 の 駅 「 越 前 」 ○ ○ ○ ○ 午前9時～
午後5時

午前11時
～午後5時 午前9時～午後5時 ○ ○ ○ ×

37–2360越 前 温 泉 露 天 風 呂「漁 火」 ○ ○ ○ ○ 午前11時～午後5時 ○ ○ ○ ×
ア ク テ ィ ブ ハ ウ ス 越 前 ○ × × × × × × × ○ ○ ○ ×
越 前 が に ミ ュ ー ジ ア ム ○ ○ ○ ○ 午前10時～午後4時 ○ ○ ○ × 37–2626

越前うおいち
1 階 売 店 ○ ○ ○ ○ 午前9時～午後3時 ○ ○ ○ ○ ○

37–2500
2 階 レストラン ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

越 前 温 泉「な ぎ さ の 湯」 ○ ○ ○ ○ × × × 午後1時～
午後8時 ○ ○ ○ × 37–0637

越 前 温 泉「道 の 湯」 ○ × × × × × × × ○ ○ ○ ○ 37–2260
越前温泉露天風呂「日本海」 ○ ○ ○ ○ 午前10時

～午後9時 × 午前10時～午後9時 ○ ○ ○ ○ 39–1126
越 前 岬 水 仙 ラ ン ド ○ ○ ○ ○ 午前10時～午後4時 ○ ○ ○ ○ 37–2501
ガ レ ッ ト カ フ ェ Ｈ Ａ Ｚ Ｅ ○ ○ ○ ○ ～午後4時 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 37–1112

織
田
地
区

織 田 文 化 歴 史 館 ○ × × × × × × × × ○ ○ ○ 36–2288
雨 田 光 平 記 念 館 ○ × × × × × × × × ○ ○ ○ 36–2666
オ タ イ コ ･ ヒ ル ズ ○ × × × × × × × ○ ○ × ○ 36–2061
悠 久 ロ マ ン の 杜 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 36–2050

※あくまでも予定ですので、変更する場合がございます。詳しくは各施設へお問合せください。

年末年始の施設営業日のお知らせ
　
特
設
水
槽
の
中
に
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
彩
る

生
き
物
た
ち
が
大
集
合
し
て
い
ま
す
。
期
間
中

来
館
さ
れ
た
お
子
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
ご
用
意

し
て
い
ま
す
。

　
美
し
く
不
思
議
な
生
き
物
た
ち
を
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会　
　
期　
12
月
25
日
㈬
ま
で

　
　
　
　
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

場　
　
所　
越
前
が
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
　
　
　
　
3
階
特
設
会
場

入
館
料　
大
人
５
０
０
円

　
　
　
　
　
小
人
３
０
０
円　

越
前
が
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム　
冬
の
企
画
展
開
催
中

問
合
せ
先　
越
前
が
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
　
　
　
　
☎
３
７‒

２
６
２
６

　
雨
田
光
平
記
念
館
で
は
、「
記
念
と
し
て
の
作

品
ト
ロ
フ
ィ
ー
か
ら
記
念
碑
ま
で
」
と
題
し
て

館
蔵
品
に
よ
る
テ
ー
マ
展
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

国
際
的
な
水
泳
大
会
の
た
め
の
ト
ロ

フ
ィ
ー
、
高
校
卒
業
記
念
メ
ダ
ル
、
小
学
校
の

創
立
記
念
レ
リ
ー
フ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
記

念
で
制
作
し
た
彫
刻
な
ど
、
芸
術
作
品
で
あ
り

記
念
品
で
も
あ
る
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

会　
　
期　
1
月
19
日
㈰
ま
で

時　
　
間　
午
前
10
時
〜
午
後
5
時

　
　
　
　
　
（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

期
間
中
の
休
館
日

　
毎
週
月
曜
日

※
1
月
13
日
は
成
人
の
日
の
た
め
開
館
し
14

日
㈫
を
休
館
し
ま
す
。

　
年
末
年
始

　
12
月
28
日
㈯
〜
1
月
4
日
㈯

雨
田
光
平
記
念
館　
テ
ー
マ
展
示
の
お
し
ら
せ観

覧
料

　
一　
般　
１
０
０
円

　
団　
体　
　
８
０
円
（
20
人
以
上
）

　
共
通
券　
２
０
０
円
（
文
化
歴
史
館
共
通
）

※
中
学
生
以
下
70
歳
以
上
の
人
は
、
無
料
で

す
。
入
館
の
際
、
受
付
で
年
齢
の
わ
か
る

も
の
を
お
見
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
雨
田
光
平
記
念
館　
☎
３
６‒

２
６
６
６

▲日米対抗水上競技大会トロフィー

I n f o r m a t i o nえちぜん
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みんな集まれ 町からのお知らせ



草木染め権威になった師は卒寿	 渡辺　照子
よう我慢したなと婆の優しい手	 松村　典子川 柳 願わくば悪に染まらず育て孫	 笹下　利行

老いいわく今の若者我慢せず	 冨田コズエ川 柳

12月の越前陶芸村スケジュール

14㈯〜
27㈮

水仙と越前花器の甘いささやき展
越前陶芸村文化交流会館

14㈯
15㈰

つまみ細工のお正月飾り
越前古窯博物館

金・土・日・祝日
（1/13まで）

北陸最大 越前焼「一千色の陶あかり」
福井県陶芸館

8㈰ 大屋宇一郎氏におしえてもらうかわいい動物
のグリーンポットつくり　福井県陶芸館

12/1㈰〜 越前焼アクセサリー作り
越前焼の館

21㈯
22㈰

灯りがともるやきもののクリスマスツリーをデコろう！
福井県陶芸館

土・日
※28・29日は除く

ロクロで作ろう！マイ茶碗
越前焼の館

月〜土 「Ｒ
り
ｅ-

・
ｋ

か え る
ａｅｒｕ」食器買い替え革命

越前焼の館

問合せ先　越前焼の館　☎32‒2199

越前焼アクセサリー作り

越前焼で作ったパーツを組み合わせて、オリ
ジナルのネックレスやストラップなどを作っ
てみませんか？パーツは1個50円～ 1,500円
までと色々お選びいただけます。

福井県を代表する「越前
焼」と「越前水仙」が甘い
香りを会場いっぱいに漂

わせ、たくさんの花器に水仙をはじめとした
花々を生けた華やかな展示会です。

日　時	 12月1日（日）～
場　所	 越前焼の館

会　期	 12月14日（土）～ 27日（金）
場　所	 越前陶芸村文化交流会館
料　金	 入館無料（展示作品はご購入いただけます）

12/1日〜

問合せ先　福井県陶芸館　☎32‒2174

会　期	 12月8日（日）　午前10時～／午後2時～
場　所	 福井県陶芸館	陶芸教室
参加費	 3,500円（ソフトドリンクサービス）
定　員	 各回20人（事前予約優先）

動物をモチーフにした越前焼で人気のある風来窯の大屋宇一郎氏
と一緒に、かわいい動物のグリーンポットを作りましょう。ハリ
ネズミやカメ、クマなどをかわいらしく作るポイントを教えても
らえます。

大屋宇一郎氏におしえてもらう
12/8日

12/14土〜27金

問合せ先　福井県陶芸館　☎32‒2174

つまみ細工の
お正月飾り

会　期	 12月14日（土）、15日（日）
	 午前10時～正午
	 午後1時30分～ 3時30分
場　所	 越前古窯博物館　旧水野家住宅

参加費	 2,500円
定　員	 各回8人
	 （事前予約優先）

布で華やかなお花を作るつまみ
細工を、藁などに飾り付け、おめでたい
お正月飾りを作ります。手作りの玄関飾り
でお正月を迎えましょう。

12/14土〜15日

会　期	 12月21日（土）、22日（日）
	 午後2時～
場　所	 福井県陶芸館　陶芸教室
参加費	 1,000円（ソフトドリンクサービス）
定　員	 各日20人（事前予約優先）

12/21土〜22日

越前焼で作ったクリスマスツリーに、
色を塗ったり、シールを貼ったりデ
コレーション！楽しくオリジナルツ
リーを作れます。

かわいい動物のグリーンポットつくり

問合せ先　福井県陶芸館　☎32‒2174

灯りが
ともる やきものの

クリスマスツリーにデコろう！ 水仙と越前花器の
甘いささやき展

問合せ先　越前陶芸村文化交流会館　☎32‒3200

第45回越前海岸水仙まつり開幕！
　第45回越前海岸水仙まつりが12月14日から来年1月20日ま
で開催されます。
　期間中、越前町では越前岬水仙ランドを会場に、越前水仙郷
を巡る周遊バスの運行や、水仙娘による越前水仙のプレゼント、
漁師鍋の販売などがあります。

越前水仙郷を巡る周遊バスを運行します

水仙クイズラリー

ガレットカフェHAZEとのコラボメニュー
「Narcisse（ナルキッソス）」販売

水仙にちなんだワークショップを楽しもう

　越前岬水仙ランドから、普段なかなか行くことが出来ない
越前水仙の絶景ポイントへと案内する周遊バスを運行します。

運 行 日  12月21日（土）・22日（日）・28日（土）・29日（日）

運行時間  10：00 ～、11：00～、12：30～
  13：30 ～、14：30～　（1日5便）

学芸員による水仙ガイド
日　時  12月15日（日）・22日（日）・29日（日）

1月5日（日）各日午後1時30分～
（30分程度）

内　容  植物の専門家による水仙ガイド

料　金  無料

場　所  越前岬水仙ランド

期　　間  12月14日（土）～ 1月20日（月）
まで

場　　所  越前岬水仙ランド

参加特典  プチギフトをプレゼント

12月21日（土）　アーティフィシャルフラワーを使った正月飾り作り
時　間　午後1時から午後3時　　料　金　1,500円

12月22日（日）　越前水仙を使った小さなお正月花作り
時　間　午後1時から午後3時　　料　金　1,500円

12月28日（土）・29日（日）　ハーバリウム・アロマワックス作り
時　間　午前9時から午後3時　　料　金　800円

草月流いけばなインスタレーション
「ここにしかない景色 vol.2」

いけばな草月流師範 岸本光越氏による、越前水仙
を使ったいけばなインスタレーション。

12月21日（土）～ 12月29日（日）まで

内　容  レモンのコンフィと
  ヨーグルトのムース

価　格  880円（税込）

期　間  12月14日（土）～
  1月20日（月）の
 期間予定

場　所　ガレットカフェHAZE

問合せ先　越前町観光連盟　☎37–1234

越前岬灯台一般開放
期　間  1月11日（土）
   午前11時～午後4時

内　容  普段は公開していない
越前岬灯台の内部に入
れる貴重な機会です

場　所  越前岬水仙ランド

I n f o r m a t i o nえちぜん
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みんな集まれ陶芸村だより



こちら健康増進係 み な さ ん の 健 康 づ く り を 応 援 し ま す ！
第49回

H e a l t h  P r o m o t i o n  e n g a g e m e n t

感情の坂一日を持て余す	 司辻　文子
坂を越え平らな道のありがたさ	 向当みつ子川 柳 七十年地域に染まり生きた道	 武藤　久子

漸くに卒寿の坂に辿り着く	 山内　千代川 柳

問合せ先   健康保険課☎34–8710

こころとからだのカレンダー

♠休日当番医
12月 1 日㈰ 伊部病院 ☎34–0220
12月 8 日㈰ 織田病院 ☎36–1000
12月15日㈰ 両林医院 ☎37–0005
12月22日㈰ 橘医院 ☎36–0015
12月29日㈰ 藤田医院 ☎34–0044
12月30日㈪ 藤田医院 ☎34–0044
12月31日㈫ 織田病院 ☎36–1000

♥離乳食教室（予約制）
12月 3 日㈫ 午前 9 時30分～正午 織田コミュニティセンター

♥3歳児歯科健診
12月19日㈭ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

♠心をいやす相談会（予約制）
12月22日㈰ 午前 9 時30分～正午 朝日保健センター（朝寿殿）

♥助産師さんとの座談会（予約制）
12月 9 日㈪ 午前 9 時30分～正午 越前コミュニティセンター

♦子育てサロン
毎週水、金 午前 9 時30分～ 11時30分 社会福祉センター

♦くらしの困りごと相談会
12月 3 日㈫

午後 1 時～ 4 時
宮崎コミュニティセンター

12月17日㈫ 織田コミュニティセンター

問合せ先 ♠健康保険課 ☎34‒8710
 ♥子育て世代包括支援センター ☎34‒8821
 ♦越前町社会福祉協議会 ☎34‒2388

♦わいわい広場（子育てサロンのお部屋開放）
毎週水、金曜日 子育てサロンの後　午後 2 時まで 社会福祉センター
第1 ～ 4土曜・祝日 午前 9 時30分～午後 2 時まで 社会福祉センター

♦介護おはなし会
12月17日㈫ 午後 1 時～ 3 時 織田コミュニティセンター

♦生活福祉福祉資金・福祉サービス利用援助事業相談会（予約制）
12月24日㈫ 午後 1 時～ 4 時 越前地域福祉センター

受　付　時　間 健診※ 肺がん 胃がん 乳がん 子宮頸がん

12月15日㈰ サンライズ織田
午前 9 時～ 10時 ●
午前 9 時～ 11時 ● ● ● ●

※肝炎検査・ピロリ菌検査・前立腺がん検診、歯科検診、健康チャレンジポイント交換会もあわせて実施。 

♠集団健康診査

♥5歳児健診
12月12日㈭ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

子育て世代包括支援センターだより
│

│

│
├ ├

├

問合せ先 子育て世代包括支援センター　☎34–8821

子どもの眠りについて
　子どもは脳がもっとも発達する時期であり、きちんと休息をとることは非常に大切です。深い眠りの
時には成長ホルモンが多く分泌されるので、睡眠の長さと質は身体発育に影響を与えます。また、適切
な睡眠時間は言語発達や落ち着きとも関連しています。

年　　　　　齢 必要な睡眠時間
（時間）

新生児（0 ～３か月） 14 ～ 17
乳児（4 ～ 11か月） 12 ～ 15
幼児（1 ～ 2歳） 11 ～ 14
学童前期（3 ～ 5歳） 10 ～ 13

　大人の睡眠前のスマートフォンの使用はコーヒー 8杯分の刺激になると言われています。子どもは、
熱中すると画面にどんどん近づいてしまうため、大人の照度の2倍になること、夜に光を浴びることで
光の睡眠覚醒リズムへの影響がより強く出る（感受性が高い）ことを示す報告もあります。就寝前の2
時間は使用を避けたい時間帯です。また、日頃からタブレットの画面をナイトモードなどに設定し、照
度を小さくするように心がけましょう。

第14回越前町図書館本の帯コンクール優秀賞受賞者

問合せ先
町立図書館  ☎34–0395　　越 前 分 館  ☎37–7713
宮 崎 分 館  ☎32–7713　　織 田 分 館  ☎36–2288

図書館だ
より

感染性胃腸炎　【ノロウイルス・ロタウイルス】

消毒液の作り方
濃度0.1％（吐物付着場所）
水500㎖ + 漂白剤10㎖

濃度0.02％（衣類、床など）
水2.5ℓ + 漂白剤10㎖

作った消毒液は使い切りましょう。

　感染性胃腸炎はウイルスが原因で嘔吐や下痢などの症状が起こる感染症です。
特にノロウイルスの感染力は強く、抵抗力が落ちている人や小さなお子さんは
少ない量のウイルスでも発症することがあるので注意しましょう。

　感染予防
　感染性胃腸炎の原因となるウイルスは口から侵入し、胃酸の
影響も受けません。次の時には必ず手を洗いましょう。①調理
を始める前②トイレ、鼻をかんだ後③オムツ交換や動物に触れ
た後④食卓につく前。
　また食材はよく加熱しましょう（中心温度85℃以上、1分以
上）。感染者からの吐物などでウイルスが付着して感染する可
能性があるためマスクの着用や換気を行いましょう。

•まずは、医療機関受診しましょう。受診の際には、マスクの着用を忘れずに。
•嘔吐や下痢などで脱水をおこしやすいので無理のない程度の水分補給をしましょう。

•使い捨てマスク、手袋を着用する。
•処理で使ったものなどはビニール袋に入れ、口をしっかり締めて廃棄する。
•市販の漂白剤（次亜塩素酸ナトリウム）で消毒する。

　発症予防
　感染しても、元気な体でウイルスをやっつければ発
症せずに下痢や嘔吐などの症状が出るのを防げます。
抵抗力を上げるため生活のリズムを整えること、ウイ
ルスが体の奥に入ってこないためのバリアである粘膜
を強くするために、色の濃い野菜、たんぱく質をとり
ましょう。

感染症にならないために…

感染性胃腸炎を発症して下痢や嘔吐の症状がでたら…

嘔吐物の処理を行う時は…

12月～ 3月が
発生のピーク

注意しましょう！！

　町内の小学3年生から中学2年生まで募集をしたところ、952点の応募がありました。
　審査の結果、次のみなさんが優秀賞に選ばれました。

優秀作品は、次の期間、各図書館で巡回展示します。

展示期間
12月 1 日（日）～ 11日（水）　織 田 分 館
12月15日（日）～ 25日（水）　越 前 分 館
 1 月 5 日（日）～ 15日（水）　宮 崎 分 館
 1 月19日（日）～ 29日（水）　町立図書館

（順不同・敬称略）

学　　年 氏　　名 学　校　名

小学校3年生

川上　　結 朝日小学校
酒井　一華 朝日小学校
清水　結月 朝日小学校
宮川　七翠 朝日小学校
安原　遥日 糸生小学校
下宮　真子 宮崎小学校

小学校4年生

赤松　海音 朝日小学校
藤井　希帆 朝日小学校
松村　琴葉 糸生小学校
清水　彩香 宮崎小学校
中西　海椿 宮崎小学校

小学校5年生

橋本　和沙 宮崎小学校
横田　実音 宮崎小学校
山下　誉斗 宮崎小学校
小辻　真生 織田小学校
佐々木　更 萩野小学校

学　　年 氏　　名 学　校　名

小学校6年生

安原　日彩 糸生小学校
島田　克洋 四ケ浦小学校
駒野　翔太 織田小学校
佐々木大悟 萩野小学校
野村　楓花 萩野小学校

中学校1年生

小林　美羽 朝日中学校
武内　映都 朝日中学校
丹羽　勇帆 朝日中学校
中橋　凜果 越前中学校
水島そよ花 織田中学校

中学校2年生
橋谷　智花 朝日中学校
近藤　那南 宮崎中学校
二之宮唯華 織田中学校

町立図書館で所蔵していた雑誌等を無償提供します。
期　　間　12月7日（土）～ 22日（日）
場　　所　越前町立図書館（カウンター前）
提供雑誌　平成29年4月号～平成30年3月号

安心、URALA、オレンジページ、サライ、きょうの料理、
クロワッサン、芸術新潮、趣味の園芸、すてきにハンド
メイド、PHP、Newton、婦人公論、文藝春秋　など

無料古本市のご案内

広報 えちぜん23 令和 元 年12月号
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健康な暮らしのために



広報えちぜんは
「マチイロ」で配信中

一歩ずつまだ晩学の八十路坂	 原　　榮子
染め終えて秋は静かに遠ざかる	 木下百合子川 柳

保育所（園） 実　施　日 電話番号

朝 日 西 保 育 所 12月19日㈭ 34–5602

朝 日 南 保 育 所 12月18日㈬ 34–1614

あ さ ひ 保 育 所 12月17日㈫ 34–0081

あさがお保育園 12月10日㈫ 34–1110

宮崎中央保育所 12月 9 日㈪ 32–2067

小 曽 原 保 育 所 12月23日㈪ 32–2039

陶 の 谷 保 育 所 平日午前中 32–3014

西 徳 寺 保 育 園 平日午前中 37–1354

四 ヶ 浦 保 育 園 平日午前中 37–0305

織 田 保 育 所 平日午前中 36–0160

はぎのこども園 平日午前中 36–0396

た い ら 保 育 園 平日午前中 36–0251
※内容などは、各保育所（園）にお問い合わせください。

（
敬
称
略
、
11
月
15
日
現
在
）

（
11
月
15
日
現
在
）

人口と世帯
（11月1日現在）

人　口 21,352人

　男 10,391人
　女 10,961人
世帯数 7,266戸

（前月より9人減）

なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）
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も
１
年
の
締
め
く

く
り
の
月
な
上
に
、
忘
年
会
や
ク
リ
ス
マ
ス

も
あ
り
、
年
賀
状
も
用
意
し
な
い
と
い
け
ま

せ
ん
。
新
年
に
向
け
て
の
大
掃
除
も
あ
り
ま

す
。
こ
う
や
っ
て
書
き
出
し
て
み
る
と
、
12

月
が
気
ぜ
わ
し
い
の
は
、
気
の
せ
い
で
は
な

い
と
い
う
の
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
…
。

編
集
後
記

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
77

―
『
黄
檗
版
一
切
経
』
編  

① 

―

※番組は予告なく変更されることがあります
ので、ご了承ください。

問合せ先　丹南ケーブルテレビ㈱
　　　　　番組制作課　☎51–0101

12月の越前町関連の番組放送予定

たんなんスマイルＴＶ（デジタル091ch）

※町公式動画チャンネルで、「いきいき情報局」
を放送開始日から同時配信中！

  バックナンバーを含め、いつでも「いきい
き情報局」がご覧いただけます。

丹 南 ケ ー ブ ル テ レ ビ ガ イ ド
知ってる人が

出演してるかも？

学
Ｍ 

こ
ん
に
ち
は
。

Ｅ
子 

こ
ん
に
ち
は
。
ご
無
沙
汰
し
て
い
ま
す
。
昨
年

の
10
月
に
特
別
展
示「
幕
末
明
治
の
越
前
町
」

を
ご
案
内
頂
い
て
以
来
で
す
ね
。

学
Ｍ 

早
い
も
の
で
、
あ
れ
か
ら
１
年
以
上
が
経
ち
ま

し
た
。今
回
か
ら
、ま
た
私
が
ご
案
内
し
ま
す
。

Ｅ
子 

今
回
の
テ
ー
マ
は
、『
黄お

う

檗ば
く

版ば
ん

一い
っ

切さ
い

経き
ょ
う』と
な
っ

て
い
ま
す
。昨
年
の「
幕
末
明
治
の
越
前
町
」で

展
示
さ
れ
て
い
た
浄
勝
寺
所
蔵
の『
黄
檗
版
一

切
経
』の
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

学
Ｍ 

そ
の
通
り
で
す
。
昨
年
は
、
越
知
山
大
谷
寺
・

劔
神
社
・
浄
勝
寺
な
ど
の
寺
社
に
伝
わ
る
文
化

財
や
、
日
本
六
古
窯
の
ひ
と
つ
で
日
本
遺
産
と

な
っ
た
越
前
焼
、
橋
本
左
内
と
幸
若
家
な
ど
に

関
す
る
展
示
を
通
じ
て
、
幕
末
か
ら
明
治
時
代

に
か
け
て
の
越
前
町
の
歴
史
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
し
た
。

 

こ
の
特
別
展
示
に
合
わ
せ
、
観
覧
者
の
人
々
が

展
示
の
内
容
を
理
解
し
や
す
い
よ
う
、
織
田
文

化
歴
史
館
で
は
3
回
に
わ
た
っ
て
記
念
講
演
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

 

記
念
講
演
会
の
記
録
の
一
部
は
、
昨
年
度
に
刊

行
し
た『
越
前
町
織
田
文
化
歴
史
館
研
究
紀
要
』

第
四
集
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ご
覧
に
な
ら
れ

ま
し
た
か
。

Ｅ
子　
は
い
。
上
野
順じ

ゅ
ん

藝げ
い

と
浄
勝
寺
や『
黄
檗
版
一
切

経
』、ま
た
明
治
期
の
越
前
焼
に
つ
い
て
の
講
演

会
の
記
録
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。

 

昨
年
、十
分
に
紹
介
さ
れ
た『
黄
檗
版
一
切
経
』

に
つ
い
て
、
な
ぜ
ま
た
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
こ

と
と
な
っ
た
の
で
す
か
。

学
Ｍ 

実
は
、
越
前
町
教
育
委
員
会
で
は
今
年
の
5
月

よ
り
浄
勝
寺
所
蔵『
黄
檗
版
一
切
経
』
の
調
査

を
改
め
て
開
始
し
ま
し
た
。

 

昨
年
の
記
念
講
演
会
に
講
師
と
し
て
お
招
き
し

た
先
生
の
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
か
。

Ｅ
子 

た
し
か
、
佛
教
大
学
の
松ま

つ

永な
が

知ち

海か
い

先
生
で
し
た

ね
。

学
Ｍ 

は
い
。
松
永
先
生
は
日
本
仏
教
学
を
ご
専
門
と

し
、日
本
各
地
の『
黄
檗
版
一
切
経
』の
調
査
を

通
じ
て
、
江
戸
時
代
の
仏
教
の
あ
り
方
に
つ
い

て
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

浄
勝
寺
所
蔵
の『
黄
檗
版
一
切
経
』は
、仏
教
学

の
世
界
で
有
名
な
資
料
と
し
て
知
ら
れ
、
福
井

県
の
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

し
か
し
、こ
れ
ま
で
こ
の『
黄
檗
版
一
切
経
』に

つ
い
て
、
総
合
的
に
調
査
研
究
さ
れ
た
こ
と
は

な
く
、実
態
が
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

 

そ
こ
で
、
越
前
町
教
育
委
員
会
で
は
松
永
先
生

な
ど
の
仏
教
学
を
専
門
と
さ
れ
る
研
究
者
の
指

導
の
も
と
、浄
勝
寺
所
蔵
の『
黄
檗
版
一
切
経
』

の
調
査
を
始
め
た
の
で
す
。

Ｅ
子 

そ
う
な
の
で
す
ね
。

学
Ｍ 

次
回
よ
り
、浄
勝
寺
所
蔵『
黄
檗
版
一
切
経
』を

め
ぐ
る
経
緯
や
、
調
査
の
意
義
・
見
通
し
な
ど

に
つ
い
て
ご
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

朝
　
日 

坂さ
か

崎ざ
き

　
修

し
ゅ
う

弥や

（
和
真
、
男
）

気
比
庄 

山や
ま

田だ

　
逢お

う

華か

（
義
晃
、
女
）

気
比
庄 

横よ
こ

田た

　
結ゆ

愛あ

（
将
太
郎
、
女
）

乙
　
坂 

小お

川が
わ

　
矢や

絵え

（
知
浩
、
女
）

古
　
屋 

水み
ず

上か
み

　
颯は

や

斗と

（
幸
男
、
男
）

小
曽
原 

籔や
ぶ

内う
ち

　
彩さ

結ゆ

（
尚
大
、
女
）

小
曽
原 

多た

田だ

　
凌り

ん

悠と

（
直
樹
、
男
）

江
　
波 

竹た
け

内う
ち

　
結ゆ

う

玄げ
ん

（
光
、
男
）

新
　
保 

笠か
さ

原は
ら

　
姫ひ

詩な
た

（
洋
一
郎
、
女
）

大
　
樟 

古ふ
る

木き

翔
し
ょ
う

士し

郎ろ
う

（
克
明
、
男
）

平
　
等 

上う
え

坂さ
か

　
　
蒼そ

う
（
涼
、
男
）

西
田
中 

岡
山
　
三
郎
さ
ん
（
94
歳
）

気
比
庄 

木
本
ま
つ
い
さ
ん
（
90
歳
）

気
比
庄 

佐
々
木
百
合
さ
ん
（
87
歳
）

田
　
中 

合
川
　
勇
喜
さ
ん
（
56
歳
）

田
　
中 

中
村
　
貞
子
さ
ん
（
95
歳
）

青
　
野 

青
木
　
正
信
さ
ん
（
69
歳
）

下
糸
生 

松
山
　
茂
信
さ
ん
（
90
歳
）

小
曽
原 

木
原
　
春
樹
さ
ん
（
85
歳
）

江
　
波 

谷
﨑
　
与
一
さ
ん
（
98
歳
）

梅
　
浦 

堂
埜
先
花
子
さ
ん
（
90
歳
）

梅
　
浦 

寺
田
　
　
照
さ
ん
（
69
歳
）

小
　
樟 

橋
谷
　
善
光
さ
ん
（
91
歳
）

大
　
樟 

竹
谷
増
太
郎
さ
ん
（
93
歳
）

　
厨 

齋
藤
　
　
護
さ
ん
（
91
歳
）

高
　
佐 

川
邉
　
和
子
さ
ん
（
88
歳
）

高
　
佐 

木
村
　
幹
夫
さ
ん
（
81
歳
）

高
　
橋 

杉
本
　
君
雄
さ
ん
（
96
歳
）

寺
　
家 

鈴
木
の
ぶ
い
さ
ん
（
92
歳
）

大
王
丸 

石
田
　
春
實
さ
ん
（
91
歳
）

細
　
野 

伊
部
美
千
代
さ
ん
（
63
歳
）

■「丹南歴史探訪」
越知山大谷寺　三所大権現 御開帳

【 12月14日㈯～12月20日㈮】

■「第20回全日本中学生都道府県対抗
  11人制ホッケー選手権大会」

【12月22日㈰、27日㈮】

■ 「越前町いきいき情報局」
①7：55～　②12：55～
③19：55～　毎日5分間放送中！

冬の対策は万全に
【12月1日㈰～12月7日㈯】

第45回水仙まつり開催
【12月8日㈯～12月31日㈫】

学芸員 M

Ｅ子
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み
ん
な
で
築
こ
う  

人
権
の
世
紀

～
考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ち
　
未
来
へ
つ
な
げ
よ
う
違
い
を
認
め
合
う
心
～

　
昭
和
23
年
12
月
10
日
は
、
国
連
で
「
世
界
人
権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
日
で
す
。

宣
言
に
は
、「
す
べ
て
の
人
間
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、
か
つ
、
尊
厳

と
権
利
と
に
つ
い
て
平
等
で
あ
る
」
と
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
年
は
、
12
月
4
日
か
ら
10
日
を
「
第
71
回
人
権
週
間
」
と
定
め
、
17
の
強
調
事

項
を
掲
げ
、
啓
発
活
動
を
展
開
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、「
思
い
や
り
の
心
」「
か
け
が

い
の
な
い
命
」
な
ど
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

み
な
さ
ん
の
毎
日
の
生
活
の
中
で
、
差
別
、
虐
待
、
い
じ
め
な
ど
「
こ
れ
は
人
権
問

題
か
な
？
」
と
感
じ
た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
人
権
擁
護
委
員
や
法
務
局
職
員
に
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　保育園児を対象に、花
を育てることによって、
情操を豊かにし、命の大
切さや相手を思いやる心
を育むことを目的として、
毎年実施しています。

人権の花運動

　町内で開催されるイベン
ト会場で、チラシやグッズ
などを配布し、人権意識の
高揚を図っています。
　また、ショッピングセン
ターなどで、人権ポスター
や作文の展示をしています。

　毎年、６月1日と12月1日に人権擁護委員による人権特設相談所を開設しています。
　困りごとや心配ごとがあったら、お気軽にご相談ください。相談は無料で、秘密は
厳守されますので、ご安心ください。

人権特設相談所の開設

　人権教室は、いじめなどについて考
える機会を作ることで、子どもたちが
相手を思いやる心を体得し、命の大切
さに気づくことなどを目的とした啓発
活動です。
　今年度は、はじめて小学校低学年児
童を対象に、人権擁護委員による「人
権かるた」を実施しました。また、絵
本「はなさき山」 「オレ、カエルやめる
や」を鑑賞し、相手を思いやる心など
人権について学びました。
　また、人権イメージソング「世界を
しあわせに」をみんなで人 KEN あゆ
みちゃんを囲みながら、元気よく合唱
しました。

小学校で人権教室

街頭啓発やポスター・作文の展示

　
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
つ
い
て
、
国
民
の
認
識
を
さ
ら
に
深
め
る

と
と
も
に
、
国
際
社
会
と
連
携
し
つ
つ
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
の
実
態

を
解
明
し
、
そ
の
抑
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
18
年
6
月
に
「
拉
致
問
題
そ

の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、

毎
年
12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
は
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
拉
致
問
題
は
、
わ
が
国
の
国
民
的
課
題
で
あ
り
、
こ
の
解
決
を
始
め
と
す
る
北
朝

鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
が
国
際
社
会
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
課

題
と
さ
れ
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
関
心
と
認
識
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
れ
を
機
会
に
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

北朝鮮人権侵害問題啓発週間　12月10日〜16日

人権擁護委員の活動

人権擁護委員
からのメッセージ

●  みんなと仲良く して楽しい
学校生活をおくってください。

● 「ありがとう」・「しんせつ」・
「ごめんね」 などあたたかい
言葉の木にある言葉でいっ
ぱいになるようにしてね。 宮崎小学校で人権に関する図書をおくなど、人権コーナーを設けて啓発活動に力をいれ

ています。

※人権擁護委員は、年間を通じ
て学校での人権教室を行い、
子どもたちに人権啓発を行っ
ています。

問合せ先   男女共同参画・人権室　☎34–8715

人権イメージキャラクター

人KENまもる君 人KENあゆみちゃん
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楽しいお散歩　～触れて、感じて、考えて、いろんなものに興味を持とう～

沢山の鯉が
いるよ

みんなで滑る
と楽しいな

あけびって
不思議だね

織田保育所
～散歩編～

No.31すくすく通信すくすく通信

越廼公園
園バスに乗って越前海岸線をドライブ ! 
大好きな公園では思いきり身体を使って
楽しみます。

お散歩の途中で…

「みーつけた !」
「これなぁに ?」
たくさんの刺激から、
探求心が生まれます。

織田小学校 グラウンド
サッカーや鬼ごっこ、広い
グラウンドでは様々な遊びが広がります。

越前陶芸村
四季折々の美しい自然を
体いっぱいで感じます。

劔神社
お参りして、境内やお林を散策

寺家区の公園
土管は秘密基地、
お花摘みや虫とりに夢中

えちぜん晴れ晴れ日記
地域おこし協力隊 鈴木君の

えちぜん食育フェスタに参加しましたact.4

Echizen sunny sunny diary

　こんにちは。地域おこし協力隊の鈴木宏
ひろ

優
まさ

です。
今回は、10月26日に行われた「えちぜん食育フェ
スタ　わがまちのおいしいを再発見！！」に潜入
してきました。
　イベント当日は、地場産物の販売や越前あげ手
作り体験をはじめ、毎年恒例、大人気の「学校給
食レストラン」も開かれました。
　途中で雨が降る場面もありましたが、最後は日
が差し、盛況で終わることができました。

イベントには、町の
ゆるキャラ「越前か
に太郎」も来てくれ
て、会場を盛り上げ
てくれました。

来場されたみなさんに、豚汁と一口おこわがふるまわれました。具だくさんで大盛りの豚汁は、多くの人の身体を温め、おなかを満たしていました。

ここでは、原木シイタケ

のほだ木にドリルで穴を

開けて、シイタケの菌を

コンコンと打ち込んでい

ます。なかなか体験で

きないため、大人も子ど

ももみんな作業に夢中に

なっていました。
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